
せ
き
ね
文
庫
旧
蔵
『
語
意
考
附
歌
集
』

1
研
究
と
翻
刻
1

山
本
和
明

　
　
　
　
は
じ
め
に

　
本
学
図
書
館
に
新
た
に
収
蔵
さ
れ
た
『
語
意
考
』
に
つ
い
て
、
本
稿
で
は
そ
の
位
置
付
け
と
翻
刻
紹
介
を
行
な
う
こ
と
と
し
た
。

　
本
書
は
、
袋
綴
一
冊
の
写
本
で
、
縦
二
六
・
四
糎
×
横
一
八
・
二
糎
。
表
紙
は
枯
色
布
目
地
に
て
、
表
紙
左
肩
に
「
語
意
幸
区
歌
集
」
と
直
墨
書
で
書
名
が

記
さ
れ
て
い
る
。
墨
付
三
三
丁
。
蔵
書
印
「
せ
き
ね
文
庫
」
か
ら
、
関
根
正
直
、
関
根
俊
雄
氏
旧
蔵
本
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
、

国
学
者
岡
田
真
澄
に
よ
る
識
語
、
橘
千
蔭
に
よ
る
「
語
意
つ
い
て
」
、
狛
諸
成
が
寛
政
元
年
霜
月
に
記
し
た
旨
の
記
載
が
あ
る
「
附
言
」
、
以
下
「
こ
こ
の
論

ひ
は
此
巻
の
末
に
諸
成
ぬ
し
の
し
る
し
お
け
る
也
」
と
し
て
、
幾
つ
か
の
条
が
記
さ
れ
て
お
り
、
最
後
に
「
享
和
三
等
全
き
さ
ら
き
は
て
の
よ
写
し
を
は
る
」

と
あ
る
。
本
文
共
々
、
筆
は
一
様
で
あ
る
。
架
蔵
の
短
冊
に
よ
り
確
認
す
る
に
、
本
書
見
返
し
の
識
語
に
あ
る
岡
田
真
澄
に
よ
っ
て
享
和
三
（
一
八
〇
三
）

年
に
書
写
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
ま
で
で
全
二
〇
丁
、
一
面
十
一
行
書
。
残
り
一
三
丁
は
、
千
蔭
門
（
千
蔭
・
縫
子
・
容
器
・
春
海
等
）
の
歌
集

で
、
一
面
一
〇
行
書
か
ら
な
る
。
こ
れ
も
同
じ
く
真
澄
の
手
に
な
る
と
思
し
い
。
こ
の
二
つ
は
、
内
容
的
に
み
て
も
関
連
の
な
い
こ
と
か
ら
、
の
ち
に
合
綴

さ
れ
た
も
の
と
推
測
で
き
る
。
共
々
「
せ
き
ね
文
庫
」
蔵
書
印
を
付
す
。

　
岡
田
真
澄
は
天
明
三
年
生
。
天
保
九
年
二
月
十
九
日
没
。
岡
田
寒
泉
嗣
子
に
し
て
、
通
称
美
野
比
麿
、
徳
一
郎
、
源
蔵
。
隣
月
楼
と
号
す
。
橘
千
蔭
の
学

統
に
連
な
る
人
物
で
あ
り
、
主
な
著
書
に
文
政
五
年
刊
『
仮
字
考
』
二
巻
（
勉
誠
社
文
庫
8
9
に
影
印
有
）
が
あ
る
。
千
蔭
門
と
い
う
こ
と
か
ら
想
像
す
る
に
、
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三
八

本
書
「
語
意
考
附
歌
集
」
は
、
或
い
は
千
蔭
周
辺
か
ら
、
真
澄
が
借
覧
し
写
し
た
も
の
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　
以
下
、
限
ら
れ
た
紙
面
の
都
合
上
、
「
語
意
考
」
を
中
心
に
考
察
を
行
い
、
「
千
蔭
門
歌
集
」
（
仮
題
）
に
関
し
て
は
後
考
に
委
ね
た
い
。

せきね文庫旧蔵『語意考　附歌集』

　
　
　
　
諸
成
「
語
意
考
」
検
証

　
狛
諸
成
は
享
保
七
年
生
。
狛
近
習
の
男
に
し
て
通
称
岩
之
丞
、
帯
刀
、
致
仕
号
助
教
。
『
寛
政
重
御
溝
家
譜
』
第
二
二
記
事
で
は
、
諸
成
の
と
き
に
野
田

に
姓
を
営
む
る
と
い
う
。
寛
保
三
年
田
立
家
近
習
番
と
な
り
、
の
ち
用
人
に
転
じ
た
。
享
和
二
年
没
。
そ
の
学
芸
上
の
業
績
等
に
関
し
て
は
、
高
本
千
鷹

「
狛
諸
成
層
に
つ
き
て
」
（
『
漫
文
』
第
三
年
第
九
号
　
京
都
文
学
会
　
大
正
元
年
九
月
）
や
鈴
木
南
陵
「
狛
諸
成
翁
」
二
二
村
清
三
郎
「
国
学
者
伝
記
研
究

資
料
　
十
九
狛
諸
成
墓
」
（
『
国
学
者
研
究
』
北
海
出
版
社
　
昭
和
十
八
年
一
月
目
、
河
野
頼
人
『
万
葉
研
究
・
近
世
』
（
桜
雲
社
　
昭
和
四
四
年
一
月
）
に
詳

し
い
。
ま
た
、
三
村
論
文
に
従
う
な
ら
ば
、
昭
和
十
八
年
以
前
の
京
都
大
学
の
雑
誌
に
、
宮
内
省
岳
人
の
長
で
あ
る
上
真
行
氏
に
よ
っ
て
諸
成
の
詳
伝
が
書

か
れ
て
い
る
由
だ
が
、
残
念
な
が
ら
確
認
し
え
て
い
な
い
。

　
さ
て
、
本
書
の
「
語
意
考
」
該
当
箇
所
に
関
し
て
、
す
で
に
先
学
に
よ
る
紹
介
が
な
さ
れ
て
い
る
。
旧
蔵
者
に
関
わ
る
『
関
根
文
庫
目
録
　
六
』
に
記
さ

れ
た
そ
の
内
容
を
以
下
、
摘
出
す
る
。

　
　
・
語
意
考
（
狛
諸
成
）
　
　
　
　
　
一
八
〇
三
写
本

　
　
　
　
　
付
歌
集
（
加
藤
千
蔭
門
）
　
右
と
合
冊
写
本

　
　
国
語
学
大
系
第
一
巻
に
前
掲
（
山
本
注
－
語
意
考
　
一
七
六
九
序
版
本
）
語
意
考
を
収
め
、
解
題
に
、
異
本
乃
至
改
定
本
と
し
て
、
諸
成
の
語
意
考
を

　
　
二
種
あ
げ
て
い
る
が
、
其
の
二
種
の
う
ち
の
第
二
種
（
山
本
注
－
本
稿
乙
本
を
示
す
）
は
、
上
下
二
巻
に
分
れ
上
巻
を
「
語
意
考
附
録
」
と
標
題
し
て

　
　
い
る
由
。
本
書
は
そ
れ
の
別
本
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。
そ
の
「
語
意
考
附
録
」
は
千
蔭
の
序
と
「
附
言
」
と
「
尉
面
婆
能
古
々
呂
と
い
ひ
か
ふ

　
　
る
よ
し
を
い
ふ
　
散
位
狛
元
成
」
の
一
文
と
の
、
三
種
で
成
る
由
で
あ
る
が
、
本
書
は
、
三
種
の
ほ
か
に
も
諸
成
の
立
言
は
更
に
多
く
、
今
で
言
え
ば

　
　
「
語
意
考
所
感
」
と
で
も
名
づ
く
べ
く
、
真
淵
の
語
意
考
と
は
康
正
と
考
え
て
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
傍
線
、
山
本
に
よ
る
〕

確
か
に
一
瞥
す
る
に
、
真
淵
『
語
意
考
』
と
は
別
著
の
体
裁
と
内
容
が
窺
え
る
。
し
か
し
、
関
根
俊
雄
氏
の
云
う
「
三
種
の
ほ
か
に
も
諸
成
の
立
言
は
更
に
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山本和明

多
く
」
存
在
す
る
の
か
否
か
は
、
国
語
学
大
系
の
解
説
に
触
れ
る
「
十
薬
の
語
意
考
」
二
種
と
の
比
較
検
討
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
言
う
ま
で
も
な

か
ろ
う
。

　
『
国
語
学
大
系
』
第
］
巻
「
語
意
考
」
解
題
に
示
さ
れ
た
即
成
「
語
意
考
」
は
、
指
摘
の
如
く
無
窮
導
管
習
文
庫
に
今
日
も
二
種
存
在
す
る
。
先
の
解
説

の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
理
解
す
る
上
か
ら
も
、
神
習
文
庫
本
の
概
要
を
、
『
国
語
学
大
系
』
解
題
・
『
賀
茂
真
淵
全
集
』
解
題
を
参
首
し
つ
つ
、
管
見
に
及

ん
だ
中
で
気
付
い
た
こ
と
な
ど
も
踏
ま
え
て
、
次
の
よ
う
に
纏
め
て
み
る
こ
と
に
し
た
。

　
ω
語
意
　
　
　
　
　
　
　
　
写
一
冊
（
無
窮
会
神
習
文
庫
　
請
求
番
号
一
－
一
二
〇
四
七
－
井
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※
以
下
、
「
甲
本
」
と
す
る
。

　
　
　
巻
首
一
丁
に
「
語
意
つ
い
で
」
と
題
す
る
加
藤
（
橘
）
千
蔭
の
序
が
あ
り
、
次
に
「
附
言
」
と
し
て
、
韻
事
兄
諸
成
に
よ
る
真
淵
『
語
意
考
』
の
批

　
　
　
評
と
弁
護
を
八
条
に
わ
た
っ
て
説
い
て
い
る
。
全
六
丁
、
頭
註
が
あ
る
。
附
言
末
尾
に
「
寛
政
は
し
め
の
と
し
霜
月
」
と
の
年
次
明
記
。
以
下
、
二

　
　
　
二
丁
に
わ
た
っ
て
真
淵
『
語
意
考
』
の
本
文
（
清
書
本
系
統
）
が
あ
り
、
別
本
に
よ
る
校
異
の
書
入
が
記
さ
れ
て
も
い
る
。
巻
末
一
丁
に
真
淵
の
明

　
　
　
和
六
年
二
月
付
の
序
が
、
蹟
文
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
頭
註
は
刊
本
に
あ
っ
て
、
こ
れ
に
な
い
も
の
が
あ
り
、
ま
た
刊
本
の
頭
註
に
諸
成
案
を

　
　
　
加
え
た
も
の
も
あ
る
。
一
部
後
人
の
手
に
な
る
注
も
存
在
す
る
よ
う
で
あ
る
。
国
語
学
大
系
解
題
執
筆
者
に
よ
り
、
諸
成
の
改
訂
が
相
当
に
あ
っ
て

　
　
　
真
淵
の
稿
本
と
は
多
少
面
目
を
異
に
し
た
と
こ
ろ
が
あ
る
、
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
②
語
意
考
附
録
／
語
意
考
　
　
写
二
冊
（
無
窮
会
神
習
文
庫
　
請
求
番
号
ニ
ー
＝
一
〇
五
〇
－
井
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※
以
下
、
「
乙
本
」
と
す
る
。

　
　
　
国
語
学
大
系
解
題
執
筆
者
は
「
語
意
考
附
録
と
あ
る
を
上
巻
と
し
、
語
意
考
と
あ
る
を
下
巻
と
見
る
」
べ
き
と
し
、
「
語
意
考
附
録
と
し
た
の
は
、
後

　
　
　
に
誤
っ
て
附
し
た
題
籏
」
で
あ
る
と
す
る
。
恐
ら
く
そ
の
内
容
を
み
て
の
見
解
で
あ
ろ
う
。
先
述
『
関
根
文
庫
目
録
　
六
』
も
、
こ
の
前
提
に
立
つ

　
　
　
て
の
解
説
と
な
っ
て
い
る
。
確
認
し
た
「
語
意
考
附
録
」
に
は
、
橘
千
蔭
の
序
が
一
丁
。
八
条
か
ら
な
る
附
言
な
ら
び
に
頭
註
が
、
七
丁
に
わ
た
っ

　
　
　
て
記
さ
れ
て
い
る
。
末
尾
に
は
「
寛
政
は
し
め
の
と
し
霜
月
　
狛
少
兄
諸
語
か
い
ふ
」
と
の
明
記
が
な
さ
れ
て
い
る
。
次
い
で
、
甲
本
に
は
な
い
が
、

　
　
　
「
許
刀
心
能
古
々
呂
と
い
ひ
か
ふ
る
よ
し
を
い
ふ
」
と
し
て
、
「
散
位
狛
諸
成
」
の
一
文
（
一
丁
半
）
が
添
え
て
あ
る
。
以
下
、
真
淵
の
「
語
意
（
考
）
」

　
　
　
が
続
き
、
下
巻
と
さ
れ
る
「
語
意
考
」
に
引
き
続
く
。
両
書
を
併
せ
て
大
体
甲
本
に
一
致
す
る
内
容
を
も
つ
。
国
語
学
大
系
解
題
執
筆
者
は
、
頭
註

　
　
　
も
整
備
さ
れ
て
お
り
、
二
心
成
改
定
本
で
あ
る
甲
本
の
、
事
案
と
見
る
べ
き
、
と
の
見
解
を
示
し
て
お
ら
れ
る
。
こ
の
乙
本
は
甲
本
の
清
書
本
と
考

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
九
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せきね文庫旧蔵『語意考　附歌集』

四
〇

　
　
　
え
ら
れ
る
。

　
　
　
　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
「
語
意
考
」
と
い
う
題
名
だ
が
、
「
許
刀
婆
能
古
々
呂
と
い
ひ
か
ふ
る
よ
し
を
い
ふ
」
に
お
け
る
諸
成
の
発
言
を
踏
ま
え
る
な

　
　
　
ら
、
若
干
の
注
意
を
要
し
よ
う
。

　
　
　
　
さ
て
語
意
は
此
五
十
連
語
の
用
ざ
ま
を
。
も
は
ら
い
ひ
わ
か
ち
て
。
言
の
解
る
事
は
。
い
さ
・
か
ま
じ
へ
た
る
の
み
な
れ
ば
。
古
刀
婆
能
古
々
呂

　
　
　
　
と
唱
ふ
べ
し
。
言
の
本
。
言
の
よ
し
。
言
の
た
ふ
と
さ
を
く
は
し
く
あ
げ
て
。
言
意
ち
ふ
書
を
お
の
れ
あ
ら
は
し
ぬ
。
よ
て
語
意
と
い
ひ
し
を
。

　
　
　
　
こ
た
び
あ
ら
た
め
て
。
古
刀
婆
能
古
々
呂
と
な
し
つ
る
を
こ
・
に
こ
と
わ
り
ぬ
。

　
　
　
即
ち
諸
成
の
記
し
た
『
言
意
』
と
の
ま
ぎ
ら
わ
し
さ
か
ら
、
「
語
意
」
と
せ
ず
「
古
刀
婆
能
古
々
呂
」
と
変
更
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
『
言
意
』
に

　
　
　
つ
い
て
は
鈴
木
論
下
等
に
触
れ
る
た
め
省
略
す
る
が
、
こ
の
見
解
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
本
書
題
名
も
、
後
人
に
依
る
と
目
さ
れ
る
「
語
意
考
」
で

　
　
　
は
な
く
、
「
古
刀
婆
能
古
々
呂
考
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
以
上
の
よ
う
に
纏
め
て
み
た
。
『
賀
茂
真
淵
全
集
』
解
説
に
よ
れ
ば
、
他
に
も
丙
本
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
も
の
が
、
西
尾
市
立
図
書
館
岩
瀬
文
庫
に

所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
同
様
に
纏
め
て
お
く
。

　
紛
語
意
附
言
諸
成
層
　
　
　
　
　
写
一
冊
（
西
尾
市
立
図
書
館
岩
瀬
文
庫
　
請
求
番
号
一
二
七
一
一
九
）
　
　
　
　
　
　
　
　
※
以
下
、
「
丙
」
本
と
す
る
。

　
　
　
墨
付
二
六
丁
。
題
叢
は
右
の
通
り
で
あ
る
が
、
か
す
か
に
藍
墨
に
て
「
加
茂
真
淵
著
」
と
あ
る
よ
う
に
思
え
る
。
そ
の
内
容
だ
が
、
冒
頭
か
ら
二
一

　
　
　
丁
裏
ま
で
は
真
淵
「
語
意
（
考
）
」
関
連
（
閲
覧
時
、
十
分
に
確
認
し
え
な
か
っ
た
が
、
全
集
解
説
に
よ
れ
ば
湊
写
本
『
語
意
』
抄
録
ら
し
い
文
章

　
　
　
と
別
本
系
『
語
意
』
と
す
る
）
で
あ
る
。
二
一
丁
裏
に
「
思
置
義
文
蔵
書
書
写
畢
　
文
化
七
子
年
九
月
伴
直
方
」
と
あ
り
、
直
方
校
写
本
ら
し
い
。

　
　
　
続
い
て
二
二
丁
表
に
は
、
真
淵
家
集
か
ら
抄
出
し
た
「
語
意
践
」
、
二
二
丁
裏
に
は
「
源
を
ク
エ
ン
　
貴
を
ク
ヒ
の
類
　
一
條
と
す
べ
し
」
な
ど
と

　
　
　
記
さ
れ
た
注
記
が
あ
る
。
直
方
に
依
れ
ば
「
山
岡
明
阿
か
書
加
へ
た
る
も
の
な
る
へ
し
」
と
の
こ
と
。
そ
し
て
二
一
二
丁
表
以
降
、
「
語
意
附
言
　
狛

　
　
　
土
成
」
と
あ
っ
て
、
八
条
か
ら
な
る
短
文
が
記
さ
れ
て
い
る
。
甲
本
国
本
に
比
し
て
そ
の
文
は
短
い
も
の
で
あ
る
。
参
考
ま
で
に
、
二
六
丁
裏
に
あ

　
　
　
る
識
語
を
引
用
す
る
。

　
　
　
　
　
こ
は
諸
成
か
み
つ
か
ら
書
て
草
稿
の
ま
・
な
れ
は
文
字
の
た
か
ひ
な
と
さ
は
に
あ
り
て
よ
み
え
か
た
き
と
こ
ろ
く
多
か
り
さ
れ
と
そ
の
ま
・
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写
し
お
き
ぬ
い
と
ま
あ
ら
は
か
う
か
へ
た
・
さ
ん
も
の
を

　
　
　
　
　
文
化
十
二
亥
と
し
文
月
九
日
　
　
　
伴
直
方

　
　
　
八
条
の
本
文
も
本
学
蔵
本
（
翻
刻
本
）
や
無
窮
会
甲
乙
本
と
異
な
り
を
み
せ
る
も
の
で
あ
る
が
、
な
に
ぶ
ん
短
文
か
ら
な
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
文

　
　
　
章
量
、
ま
た
直
方
の
「
草
稿
」
と
い
う
言
葉
な
ど
か
ら
考
え
検
討
す
る
に
、
甲
乙
本
に
先
ん
じ
る
草
稿
と
の
位
置
付
け
が
で
き
よ
う
。

　
こ
の
他
に
も
、
高
本
論
文
に
引
用
さ
れ
る
「
語
意
」
の
頭
註
部
分
は
、
甲
乙
丙
本
い
ず
れ
に
も
な
い
も
の
で
あ
り
、
今
日
確
認
し
え
な
い
『
語
意
考
』
も

存
在
し
た
よ
う
で
あ
る
。

　
さ
て
、
翻
っ
て
本
学
貴
重
資
料
室
所
蔵
『
語
意
考
』
は
果
た
し
て
こ
の
三
種
の
本
と
の
比
較
検
討
の
結
果
、
ど
う
位
置
付
け
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
『
関
根
文
庫
目
録
』
で
は
「
本
書
は
、
三
種
（
山
本
注
－
千
蔭
序
・
「
附
言
」
・
「
許
雪
中
能
古
々
呂
と
い
ひ
か
ふ
る
よ
し
を
い
ふ
」
）
の
ほ
か
に
も
諸

成
の
立
言
は
更
に
多
く
、
今
で
言
え
ば
「
語
意
考
所
感
」
と
で
も
名
づ
く
べ
く
、
真
淵
の
語
意
考
と
は
別
著
と
考
え
て
よ
さ
そ
う
で
あ
る
」
と
の
見
解
が
示

さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
乙
本
に
あ
る
「
許
重
富
能
古
々
呂
と
い
ひ
か
ふ
る
よ
し
を
い
ふ
」
は
残
念
な
が
ら
本
書
に
掲
出
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
一
見
立

言
が
多
く
み
え
る
と
こ
ろ
は
、
甲
乙
本
と
の
比
較
調
査
に
よ
っ
て
、
甲
乙
本
に
多
出
す
る
頭
註
箇
所
な
ど
の
文
面
に
ほ
ぼ
同
文
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た

（
丙
本
と
は
一
項
目
の
内
容
量
か
ら
考
え
て
、
異
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
）
。
そ
の
観
点
で
み
れ
ば
、
本
学
所
蔵
『
語
意
考
』
本
文
中
に

「
こ
・
の
論
ひ
は
此
巻
の
末
に
諸
成
ぬ
し
の
し
る
し
お
け
る
也
」
「
ひ
と
つ
と
云
所
の
頭
書
」
「
二
つ
の
か
し
ら
」
と
い
っ
た
注
記
的
文
言
が
散
見
さ
れ
る
こ

と
に
気
付
く
。
「
ひ
と
つ
」
と
は
賀
茂
真
淵
『
語
意
考
』
中
の
見
出
し
語
で
あ
り
、
要
す
る
に
、
元
に
な
っ
た
書
を
全
て
写
す
の
で
は
な
く
（
真
淵
『
語
意

考
』
本
文
が
欠
落
し
て
い
る
）
、
千
蔭
の
序
、
諸
成
の
「
附
言
」
は
と
も
か
く
も
、
真
淵
『
語
意
考
』
の
頭
註
箇
所
に
記
さ
れ
て
い
た
諸
成
の
見
解
の
み
を

抄
写
し
よ
う
と
し
た
岡
田
真
澄
の
書
写
姿
勢
が
本
書
か
ら
確
認
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
「
許
刀
無
能
古
々
呂
と
い
ひ
か
ふ
る
よ
し
を
い
ふ
」
が
な
く
、
ま
た
音

楽
を
扱
っ
た
項
目
の
文
章
を
み
る
に
、
そ
の
翻
刻
本
文
は
甲
本
に
近
い
も
の
が
あ
る
。
と
は
云
え
か
な
り
整
理
さ
れ
て
い
る
点
か
ら
み
て
、
本
書
は
甲
本
寄

り
な
が
ら
、
甲
乙
両
本
の
中
間
的
位
置
付
け
が
可
能
か
と
思
わ
れ
る
。

　
以
上
、
本
学
所
蔵
本
の
位
置
付
け
を
考
え
て
み
た
。
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四
二

　
　
　
　
江
戸
県
門
と
諸
成

　
と
こ
ろ
で
、
既
に
寛
政
元
年
に
『
語
意
考
』
は
刊
行
済
み
で
あ
る
の
に
、
な
ぜ
諸
成
は
こ
う
し
た
も
の
を
作
成
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
と
り
わ
け
千
蔭
に

序
文
作
成
を
依
頼
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
な
ら
ば
、
出
版
を
目
指
し
て
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
高
本
論
文
に
「
諸
成
の
修
補
本
　
語
意

は
真
淵
翁
の
語
意
考
を
修
補
改
題
し
た
る
も
の
。
橘
千
蔭
の
序
を
付
し
、
自
ら
の
附
記
を
加
へ
て
出
版
す
べ
く
、
そ
の
版
下
本
あ
り
（
別
に
草
稿
の
本
も
あ

り
）
」
と
の
発
言
が
あ
る
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。
広
島
市
小
川
氏
所
蔵
と
い
う
諸
成
遺
書
は
、
残
念
な
が
ら
不
明
と
云
わ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
諸
成
が
意

図
し
た
の
は
、
真
淵
『
語
意
考
』
プ
ラ
ス
自
身
に
よ
る
附
言
か
ら
な
る
も
の
を
出
版
計
画
し
て
い
た
わ
け
で
、
今
日
確
認
で
き
る
甲
乙
本
と
も
に
、
そ
う
し

た
形
式
を
備
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
書
の
出
版
を
考
え
る
上
で
、
直
接
的
な
資
料
で
は
な
い
が
、
一
つ
の
示
唆
に
富
む
書
簡
を
呈
示
し
た
い
。
す
で
に
拙
稿
「
千
蔭
関
連
資
料
一
・

二
」
（
研
究
論
集
四
一
）
で
翻
刻
を
し
て
い
る
が
　
改
め
て
掲
げ
る
こ
と
に
す
る
。

　
　
一
　
大
阪
に
て
「
古
意
」
刊
行
之
由
承
及
候
に
付
。
此
方
刊
行
之
故
障
に
可
相
成
。
こ
と
に
先
師
の
遺
書
を
刻
し
申
候
に
。
千
蔭
小
子
な
ど
存
在
い
た

　
　
し
居
候
時
節
に
。
他
人
之
未
熟
な
る
校
本
を
世
に
行
ひ
申
兵
事
。
傍
観
仕
に
く
き
事
に
御
座
候
へ
ば
。
大
坂
表
の
刊
行
相
止
め
申
候
様
に
。
小
子
よ
り

　
　
申
遣
し
挙
挙
。
然
る
虞
。
波
野
村
某
が
許
よ
り
。
貴
家
の
御
門
人
小
林
氏
の
家
来
を
以
て
。
貴
君
へ
御
願
申
上
封
由
。
其
段
千
蔭
ま
で
逐
一
被
仰
遣
。

　
　
御
趣
意
之
通
承
知
仕
候
に
付
。
其
趣
を
以
て
又
候
仁
方
よ
り
大
坂
へ
申
遣
し
申
継
ば
。
す
で
に
刻
成
か
・
り
板
今
更
相
止
め
申
候
も
。
書
騨
の
難
義
に

　
　
相
成
事
事
に
可
有
之
候
へ
ば
。
大
坂
表
の
刊
行
其
通
り
に
て
発
行
五
百
。
且
又
此
方
に
て
も
別
段
に
刊
行
致
し
可
申
候
ま
＼
。
夫
を
大
坂
よ
り
故
障
い

　
　
た
し
候
義
は
不
相
成
事
に
候
ま
・
。
其
暮
相
心
得
申
候
様
に
と
。
上
田
蘇
田
方
ま
で
申
遣
申
候
。
是
は
貴
君
千
蔭
方
へ
被
仰
遣
姐
御
書
面
の
趣
意
を
受

　
　
申
候
て
申
遣
候
事
に
御
座
候
。
然
る
庭
。
鯨
斎
忌
よ
り
仁
方
へ
申
越
し
候
は
。
大
坂
表
に
て
刊
行
い
た
し
隠
事
。
ゆ
る
し
申
候
段
は
辱
存
候
。
さ
て
又

　
　
江
戸
表
に
て
同
書
下
行
の
事
。
大
坂
に
て
故
障
申
ま
じ
き
段
。
其
通
り
書
林
へ
申
心
願
所
。
大
坂
の
書
林
申
候
は
。
文
雅
の
上
の
事
は
兎
も
角
も
。
板

　
　
行
発
行
の
義
は
商
売
の
上
の
事
に
候
へ
ば
。
江
戸
表
の
単
板
は
相
成
り
不
申
事
故
。
此
方
よ
り
故
障
申
候
事
に
御
座
候
。
是
は
貴
君
の
思
召
と
も
相
違

　
　
い
た
し
忍
事
。
且
又
右
艦
の
次
第
に
て
は
。
此
方
に
て
此
上
舌
骨
の
本
を
刊
行
は
不
相
掌
篇
す
が
た
に
成
行
候
て
は
。
私
校
合
の
本
の
み
に
は
不
限
。

　
　
不
相
食
事
に
御
座
候
。
傍
て
岡
部
氏
よ
り
大
坂
表
刊
行
相
止
め
の
事
被
申
付
。
其
上
大
坂
の
封
事
刊
行
を
相
と
め
ら
れ
恨
事
を
迷
惑
に
存
じ
。
又
候
相
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願
ひ
申
候
は
ゴ
。
其
節
始
之
か
け
合
之
通
り
。
大
坂
江
戸
両
歪
な
ら
べ
行
ひ
言
様
に
も
可
汗
成
歎
と
存
。
千
蔭
を
以
て
岡
部
氏
へ
其
段
被
箔
置
被
下
候

　
　
様
。
貴
君
迄
申
上
訴
事
に
御
座
候
。
此
分
に
い
た
し
置
申
煮
て
は
。
故
縣
主
の
著
述
の
書
を
。
大
坂
人
の
。
刊
行
は
心
ま
・
に
い
た
し
。
其
た
め
に
故

　
　
稼
い
だ
さ
れ
江
戸
に
て
以
後
刊
行
不
相
成
候
と
申
事
は
。
主
客
相
違
の
事
に
被
存
置
。
然
る
処
。
此
義
を
何
か
私
論
増
な
る
か
け
合
等
も
仕
為
様
被
仰

　
　
立
。
何
と
も
迷
惑
仕
候
。
如
何
の
思
召
に
や
。
委
細
御
趣
意
之
所
承
知
仕
度
候
。

寛
政
五
年
三
月
十
九
日
付
、
狛
諸
官
宛
村
田
春
海
書
簡
で
あ
る
。
賀
茂
真
淵
の
『
伊
勢
物
語
古
意
』
は
、
寛
政
五
年
九
月
に
、
上
田
秋
成
が
整
え
出
版
さ
れ

た
。
そ
の
刊
行
に
あ
た
り
、
江
戸
県
門
周
辺
で
も
出
版
計
画
が
進
ん
で
お
り
、
「
大
坂
表
の
刊
行
相
止
め
申
候
様
に
」
と
の
抗
議
が
な
さ
れ
て
い
た
よ
う
で

あ
る
。
結
局
、
双
方
と
も
刊
行
す
る
よ
う
に
当
事
者
間
で
は
和
解
が
な
さ
れ
た
も
の
の
、
板
囲
上
の
類
板
に
あ
た
り
再
び
問
題
と
な
っ
た
。

　
あ
る
い
は
、
今
回
も
同
様
の
こ
と
が
想
定
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。
『
語
意
考
』
「
附
言
」
で
は
、
諸
君
が
「
寛
政
は
じ
め
の
と
し
霜
月
」
に
記
し
た
旨
、
記

さ
れ
て
い
た
わ
け
だ
が
、
『
伊
勢
物
語
古
意
』
の
問
題
が
生
じ
た
の
は
寛
政
五
年
。
そ
れ
ま
で
は
実
際
に
、
類
版
の
問
題
に
つ
い
て
諸
君
は
あ
ま
り
知
ら
な

か
っ
た
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
寛
政
元
年
夏
、
本
居
宣
長
の
手
に
よ
っ
て
『
語
意
考
』
は
刊
行
さ
れ
た
が
、
そ
れ
に
対
す
る
不
満
が
江
戸
県
門
周
辺
に
あ

っ
た
こ
と
は
、
想
像
に
か
た
く
な
い
。
「
寛
政
は
じ
め
の
と
し
霜
月
　
　
狛
少
兄
諸
成
が
云
」
と
い
う
言
葉
は
、
文
字
通
り
刊
本
『
語
意
考
』
を
契
機
と
し

て
の
執
筆
を
物
語
っ
て
く
れ
よ
う
。
「
附
言
」
は
、
狛
諸
成
が
中
心
と
な
っ
て
宣
長
『
語
意
考
』
改
定
本
を
作
成
し
よ
う
と
し
た
、
そ
の
改
定
に
関
わ
る
文

字
通
り
の
附
記
で
あ
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。

　
甲
乙
本
か
ら
窺
う
限
り
に
お
い
て
、
頭
注
な
ど
に
か
な
り
諸
成
色
が
前
面
に
で
て
お
り
、
そ
の
た
め
に
大
幅
な
増
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
出
版
に
あ
た

っ
て
の
類
版
の
問
題
が
あ
り
、
刊
行
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
真
淵
継
承
を
め
ぐ
る
他
派
と
の
せ
め
ぎ
合
い
の
様
相
を
み
る
思
い
が
し
て

な
ら
な
い
が
、
こ
と
は
そ
れ
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
い
。

　
例
え
ば
次
の
よ
う
な
本
書
中
の
諸
成
発
言
に
対
し
、
問
題
は
生
じ
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。

　
　
大
人
の
書
し
『
語
意
』
に
「
阿
伊
宇
恵
衰
は
、
同
行
と
和
行
に
は
い
さ
・
か
通
は
し
五
言
あ
れ
ど
、
加
行
よ
り
下
の
八
行
に
通
へ
る
事
な
し
」
と
か
・

　
　
れ
ぬ
。
さ
る
を
、
お
の
れ
こ
た
び
あ
ら
た
め
し
は
、
大
人
の
を
し
へ
の
ね
も
ご
ろ
な
る
故
、
か
く
詣
る
言
ど
も
の
外
に
す
で
に
云
如
く
、
『
荒
良
言
』

　
　
て
ふ
ふ
み
書
て
、
ふ
か
く
言
の
よ
し
を
お
も
ひ
明
ら
む
る
事
あ
れ
ば
也
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
三
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四
四

真
淵
の
見
解
を
改
め
た
と
い
う
諸
書
の
発
言
か
ら
も
、
実
際
に
は
春
海
た
ち
江
戸
派
の
人
々
が
不
満
に
思
っ
た
こ
と
は
事
実
の
よ
う
で
あ
る
。
再
び
春
海
書

簡
か
ら
例
に
あ
げ
る
。
と
り
わ
け
傍
線
箇
所
に
注
意
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
一
　
故
縣
主
の
学
を
御
よ
ろ
こ
び
二
成
候
て
。
『
万
葉
考
』
な
ど
を
も
論
考
二
十
巻
ま
で
御
終
業
二
成
候
段
。
誠
以
御
執
心
之
御
事
。
不
堪
感
慨
奉
存

　
　
事
に
御
座
候
。
古
義
は
縣
主
地
下
に
て
も
さ
ぞ
悦
ひ
申
さ
る
べ
き
事
と
乍
悼
奉
存
候
。
且
又
千
蔭
を
始
め
同
門
の
者
ど
も
皆
御
厚
志
を
よ
ろ
こ
び
居
候

事
に
御
座
候
。
藩
主
右
の
書
中
故
縣
主
の
学
問
の
趣
意
と
は
思
召
行
違
申
候
様
な
る
所
も
多
く
有
之
候
。
主
義
は
千
蔭
・
黒
土
な
ど
も
毎
度
左
様
に
申

居
候
事
に
御
座
候
へ
ど
も
。
御
老
学
の
事
。
こ
と
に
男
主
御
門
人
と
申
に
て
も
無
自
画
ま
・
悼
多
七
二
て
。
誰
も
其
子
細
申
上
富
者
も
無
畜
候
。
乍
然

学
問
の
道
と
忌
数
者
は
私
の
物
に
て
は
無
心
。
天
下
後
世
へ
も
っ
た
へ
申
候
も
の
に
御
座
候
。
一
箇
の
我
慢
気
侭
を
立
申
候
と
も
公
な
ら
ぬ
事
は
益
な

き
事
に
御
座
候
。
況
や
楼
主
の
学
問
の
趣
意
を
御
続
き
被
成
苗
思
召
に
て
。
縣
主
の
意
と
相
違
い
た
し
候
て
は
甚
だ
な
げ
か
は
し
き
事
に
御
座
候
。
傍

て
不
顧
愚
拙
鄙
意
の
程
申
上
候
。

一
軸
貴
君
御
学
問
之
様
子
を
窺
ひ
申
候
に
。
市
之
外
五
十
音
に
の
み
御
泥
み
被
成
候
て
。
古
書
（
山
本
注
－
真
淵
の
著
書
の
こ
と
）
の
例
に
御
か
ま
ひ

無
二
。
臆
説
を
の
み
た
く
ま
し
う
豊
成
候
処
。
塾
主
の
意
と
は
甚
行
違
候
事
と
被
存
候
。
御
見
識
に
て
一
家
を
立
ら
れ
候
事
に
御
座
候
は
貸
。
他
よ
り

評
論
を
加
へ
申
候
筋
は
無
之
候
へ
ど
も
。
縣
主
の
心
を
御
続
き
被
成
虫
思
召
に
御
座
候
へ
ば
。
御
主
意
の
違
ひ
申
極
重
存
な
が
ら
黙
止
い
た
し
申
べ
き

理
無
之
候
事
に
御
座
候
。
此
所
御
賢
慮
を
三
廻
候
様
に
仕
度
候
。
乃
近
来
著
述
仕
様
『
五
十
達
弁
誤
』
と
申
も
の
］
冊
呈
貴
覧
申
候
。
御
熟
読
の
上
思

召
も
有
之
候
は
ゴ
承
知
仕
度
候
。
贈
主
の
主
意
を
以
て
押
し
申
候
に
。
右
の
『
万
葉
続
考
』
の
中
に
古
書
と
相
違
の
筋
多
く
相
見
え
極
重
。
又
『
荒
良

言
』
な
ど
は
全
臆
説
の
み
に
て
。
古
書
と
は
合
ひ
不
申
候
。
若
愚
蒙
の
慮
見
を
も
耳
聞
被
成
度
候
は
。
其
誤
謬
の
所
一
々
古
書
の
証
拠
を
挙
げ
申
候
て

論
弁
い
た
し
入
貴
覧
可
申
候
。
且
又
「
コ
ト
」
と
「
コ
ト
バ
」
と
別
段
の
様
に
思
召
。
下
主
の
『
語
意
』
を
も
其
趣
意
を
以
て
御
改
被
成
候
事
。
甚
甘

心
不
仕
色
事
ど
も
に
御
座
候
。
「
コ
ト
」
と
「
コ
ト
バ
」
と
分
別
あ
る
事
。
何
業
に
証
拠
有
之
工
事
に
や
心
得
が
た
く
候
。
古
書
の
上
に
左
様
の
筋
は

絶
て
主
命
候
。
是
等
は
疑
も
な
く
臆
説
杜
撰
と
申
も
の
に
御
座
候
。
画
仙
御
賢
慮
を
被
廻
面
様
に
仕
度
候
。
古
人
も
申
候
通
先
入
の
も
の
主
と
な
る
な

ら
ひ
に
て
。
自
分
の
思
ひ
入
居
事
は
人
の
評
論
に
従
ひ
が
た
き
も
の
に
御
座
候
へ
ば
。
申
上
候
も
益
な
き
事
と
は
存
候
へ
ど
も
。
私
事
当
時
に
て
は
此

面
を
専
門
の
業
に
降
居
。
こ
と
に
師
恩
の
万
一
を
も
報
じ
申
を
終
身
の
業
と
心
懸
け
居
申
候
へ
ば
。
是
等
の
こ
と
強
て
申
上
反
も
且
は
先
師
へ
の
恩
と
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奉
存
慮
事
に
御
座
候
。
此
書
状
の
上
に
付
庸
候
て
は
御
店
怒
に
ふ
れ
候
を
も
不
揮
十
分
に
直
言
申
上
記
事
に
御
座
候
。
人
の
心
を
か
ね
申
候
て
我
申
べ

　
　
き
事
も
申
か
ね
影
藤
は
婦
女
子
の
上
の
こ
と
に
て
大
丈
夫
之
漸
申
候
事
に
御
座
候
。
乱
筆
失
敬
の
段
は
学
問
の
上
の
議
論
に
候
へ
ば
漏
出
を
ゆ
る
さ
れ

　
　
候
様
奉
仰
候
。
恐
催
々
々

こ
と
は
他
派
と
の
関
係
の
み
な
ら
ず
、
江
戸
派
周
辺
の
「
混
乱
」
、
即
ち
真
淵
後
継
を
め
ぐ
る
園
ぎ
合
い
を
も
示
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
諸
成
と
千
蔭
と

の
微
妙
な
関
係
に
つ
い
て
は
、
河
野
頼
人
が
、
寛
政
五
年
頃
ま
で
に
了
え
る
『
万
葉
考
』
増
訂
に
、
千
蔭
や
門
生
が
積
極
的
に
助
力
し
て
い
な
い
こ
と
を
示

し
て
く
れ
て
い
る
が
、
書
簡
に
み
る
春
海
の
攻
撃
ほ
ど
で
は
な
い
に
せ
よ
、
本
書
千
蔭
序
文
に
も
ぞ
う
し
た
微
妙
な
関
係
が
反
映
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
の
で
あ
る
。

　
諸
成
の
手
を
経
た
『
語
意
考
』
は
こ
れ
ま
で
真
淵
研
究
に
お
い
て
校
合
本
文
と
し
て
と
り
あ
げ
ら
れ
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
諸
成
自
身
の
手
に
な
る
「
附

言
」
な
ど
は
あ
ま
り
顧
み
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
諸
成
の
「
臆
説
」
が
巻
き
お
こ
し
た
影
響
な
ど
も
、
と
り
わ
け
江
戸
派
周
辺
に

は
存
在
し
た
で
あ
ろ
う
し
、
今
回
の
資
料
紹
介
が
諸
帯
側
が
如
何
な
る
見
解
を
提
出
し
て
い
た
か
を
示
す
の
み
な
ら
ず
、
そ
う
し
た
問
題
を
考
え
る
き
っ
か

け
と
な
れ
ば
と
願
っ
て
や
ま
な
い
。
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せきね文庫旧蔵『語意考　附歌集』

【
翻
刻
】

　
　
凡
例

『
語
意
考
附
歌
集
』

・
《
》
内
は
頭
注
箇
所
を
示
す
。

・
〈
〉
は
割
書
を
示
す
。

・
『
語
意
考
』
に
つ
い
て
は
甲
乙
本
を
参
考
に
し
て
、
任
意
に
句
点
、
中
点
、
括
弧
（
『
』
「
」
）
を
付
し
た
。

・
『
語
意
考
』
に
つ
い
て
、
甲
乙
本
と
の
比
較
に
よ
り
、
任
意
に
改
行
を
施
し
た
箇
所
が
あ
る
。
甲
乙
本
に
は
内
容
の
峻
別
を

　
明
確
に
す
る
た
め
「
○
」
が
各
冒
頭
に
付
さ
れ
て
い
る
が
、
本
書
で
も
翻
刻
に
際
し
新
た
に
付
し
た
。

・
「
千
蔭
門
歌
集
（
仮
題
）
」
で
は
、
歌
を
二
段
下
げ
に
統
一
し
た
。

・
翻
刻
本
文
作
成
者
の
注
記
は
【
】
で
括
っ
た
。

・
調
査
の
許
可
を
い
た
だ
い
た
各
図
書
館
、
な
ら
び
に
翻
刻
を
お
許
し
頂
い
た
本
学
図
書
館
に
深
謝
申
し
上
げ
る
。

こ
の
ふ
み
は
。
や
つ
か
れ
。
か
た
は
な
る
饗
し
て
か
ひ
う
つ
す
な
れ
は
。
よ
む
ひ
と
の
こ
・
ろ
を
や
り
て
よ
み
た
ま
ひ
ね
。
か
し
こ
。

真
澄
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【
諸
成
「
語
意
考
」
】

　
コ
ト
ノ
コ
ヘ
ロ

　
　
語
意
つ
い
て
　
　
天
巻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
モ
へ

　
あ
が
か
も
の
う
し
の
い
へ
ら
く
。
経
つ
代
の
一
言
は
下
つ
代
の
百
千
に
わ
か
れ
り
。
下
つ
代
の
も
＼
ち
を
と
か
ん
に
は
。
上
つ
代
の
↓
言
を
な
も
明
ら
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
マ

よ
と
。
う
べ
成
か
も
。
其
；
口
は
や
が
て
言
霊
の
さ
き
は
ひ
ま
せ
る
一
言
に
し
て
。
か
し
こ
し
と
も
か
し
こ
き
き
は
み
也
け
り
。
う
し
さ
き
に
こ
と
の
こ
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
マ
ノ
ス
ク
ネ

ろ
を
と
ふ
ふ
み
か
き
お
け
れ
ど
。
猶
ま
た
か
ら
ず
な
も
有
を
。
狛
少
兄
は
。
う
し
に
名
づ
き
お
く
れ
る
た
く
ひ
に
は
あ
ら
で
。
わ
か
な
へ
の
若
か
り
し
時
ゆ
。



開
花
の
み
さ
か
り
な
る
比
。
か
し
こ
き
み
ま
へ
に
し
て
。
日
に
け
に
う
し
と
あ
け
つ
ろ
ひ
。
と
ひ
明
ら
め
た
る
が
へ
に
。
菅
の
根
の
ね
も
こ
ろ
に
っ
と
め
。

あ
さ
ち
ば
ら
つ
は
ら
に
か
・
な
へ
て
。
望
月
の
ま
た
け
く
み
ち
た
ら
は
せ
る
な
せ
り
。
い
て
や
其
一
言
は
言
霊
の
さ
ち
に
し
て
。
少
兄
の
こ
を
ま
く
せ
し
は
。

あ
が
う
し
の
さ
ち
な
ら
ず
や
。
お
の
れ
千
蔭
お
ち
な
か
れ
ど
。
う
し
の
六
つ
人
の
つ
ら
な
れ
ば
。
此
ふ
み
の
は
し
に
其
こ
と
わ
り
つ
い
て
よ
と
な
も
。
少
兄

の
き
こ
せ
る
ま
に
く
し
る
せ
る
の
み
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
道
婆
名
の
達
可
雅
翁
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附
言

　
　
　
　
　
　
コ
エ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
ソ
ツ
ラ
ノ
コ
エ
　
　
　
　
　
　
　
ワ
カ
ミ
カ
ド

○
他
の
国
は
皆
音
も
て
い
へ
ば
。
五
十
国
華
と
い
へ
り
。
吾
朝
重
な
る
は
。
阿
の
言
や
か
て
軸
壁
。
し
か
れ
は
吾
国
に
て
は
。
五
十
忍
音
と
は
唱
ふ
べ
か
ら

ず
。
五
十
連
の
言
と
い
ふ
べ
し
。
こ
を
真
心
し
ら
さ
る
に
あ
ら
ね
と
。
い
ひ
も
て
こ
し
な
ら
は
し
に
ひ
か
れ
て
。
五
十
連
の
こ
ゑ
と
は
か
け
る
。
こ
た
び
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ト
ノ

ら
た
め
て
音
と
あ
り
し
を
罵
言
と
な
し
ぬ
。
こ
と
わ
り
は
次
々
に
も
い
ふ
。
真
心
が
文
に
合
て
も
し
る
べ
し
。
す
へ
て
か
・
る
こ
と
を
こ
と
わ
る
は
。
此
言

コ
ヘ
ロ
意
世
に
も
て
あ
そ
へ
れ
は
。
あ
ら
た
め
し
を
し
ら
す
る
の
み
。

《
此
言
と
改
む
る
の
み
な
ら
ず
。
早
し
通
ふ
等
か
ず
か
ず
の
條
に
。
己
に
世
に
も
て
あ
そ
へ
る
『
語
意
』
と
た
か
へ
る
有
は
。
源
清
良
・
橘
千
蔭
・
尾
張
の

裸
婦
・
お
の
れ
諸
車
ら
。
論
ひ
て
改
し
こ
と
あ
り
。
真
意
か
あ
や
ま
り
あ
ら
せ
し
と
て
。
お
の
か
友
か
ら
あ
や
ま
て
る
に
や
あ
ら
ん
。
よ
く
か
う
か
へ
な
ば
。

う
べ
な
は
ま
く
も
あ
ら
ん
》
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イ
ツ
ラ
ノ
コ
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ミ
ツ
カ
フ

○
此
五
十
連
言
を
。
「
阿
鍋
宇
恵
於
」
也
と
い
へ
る
も
の
あ
れ
と
。
お
の
れ
語
言
の
よ
し
を
ま
な
ば
ひ
は
し
め
し
を
り
に
。
真
渕
自
五
十
連
言
を
七
つ
ら
ね

　
　
　
　
シ
ロ
ノ
　
　
　
パ
フ
リ
ベ

て
。
こ
は
山
背
稲
荷
祝
部
が
家
に
。
い
さ
・
げ
ば
か
り
伝
言
の
あ
な
り
と
て
見
せ
し
は
。
「
阿
資
産
恵
乎
」
と
せ
り
。
さ
る
を
霊
前
魚
彦
が
「
阿
皆
皆
衣
乎
」

と
せ
し
は
。
怪
人
の
い
へ
り
し
を
よ
し
と
思
へ
る
也
。
い
っ
こ
の
人
の
い
つ
ら
な
り
と
い
ふ
も
。
其
よ
し
を
考
得
し
に
よ
れ
る
に
し
あ
れ
ば
。
そ
は
そ
が

ま
・
な
ら
め
。
お
の
れ
は
真
心
が
伝
へ
に
よ
り
て
。
単
寧
庭
の
言
を
解
こ
・
ろ
む
る
に
。
「
阿
伊
宇
恵
乎
」
に
よ
ら
さ
れ
ば
。
言
を
解
へ
か
る
よ
し
な
か
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
カ
ル

ま
し
に
。
古
へ
を
た
ど
る
に
。
君
国
に
は
見
る
こ
と
な
し
。
日
放
国
・
日
入
国
の
例
を
見
る
に
。
皆
し
か
也
と
昇
る
よ
し
あ
れ
ば
。
『
語
意
』
の
五
十
連
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
七



四
八

の
言
な
み
せ
り
。
よ
し
は
こ
・
に
直
し
か
た
か
れ
は
。
『
音
の
意
』
て
ふ
物
に
い
ふ
。

せきね文庫旧蔵「語意考　附歌集』

○
此
ふ
み
や
す
ら
に
か
ろ
ら
に
見
す
べ
か
ら
ず
。
古
言
に
入
た
ら
ぬ
人
は
う
ま
し
物
と
も
し
る
べ
か
ら
ず
。
よ
く
入
立
て
此
ふ
み
を
わ
い
だ
め
え
は
。
言
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
ヘ
　
ツ
ヘ
メ
　
パ
フ
　
　
　
　
ウ
ご
ハ
ス
　
　
メ
ク
ラ

も
と
を
お
し
か
＼
な
へ
て
。
う
ま
く
あ
ぢ
は
ひ
。
く
ち
に
も
心
に
も
思
ひ
か
ね
得
な
ん
。
言
の
意
の
お
く
か
を
と
め
。
言
の
延
。
約
。
早
く
も
。
転
も
。
回

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
キ
ハ
ミ

す
も
。
お
の
意
の
ま
・
な
る
こ
と
。
山
だ
ち
の
い
か
な
ら
ん
荒
山
中
を
行
と
も
た
ど
ら
ず
。
あ
ま
人
ら
が
荒
海
の
ぞ
ひ
の
極
い
た
ら
ぬ
事
な
き
が
如
な
ら
し
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
ネ
ヒ
キ
ヒ
ト

さ
て
此
真
渕
は
。
お
の
れ
か
っ
か
さ
の
下
に
つ
き
て
つ
か
ふ
ま
つ
れ
る
人
な
れ
ば
。
や
つ
が
れ
を
門
べ
に
あ
そ
べ
る
つ
ら
と
も
な
さ
す
。
お
の
れ
も
師
と

も
た
ふ
と
ま
さ
り
し
に
。
か
き
の
こ
せ
る
書
等
年
月
よ
み
か
う
か
へ
侍
り
て
。
真
渕
の
緒
言
の
は
え
し
に
生
る
。
山
菅
の
根
も
こ
ろ
く
成
に
。
め
つ
る
こ

と
さ
は
な
れ
ば
。
花
も
み
ち
過
行
に
し
跡
の
今
に
し
て
は
。
師
と
あ
か
み
思
ふ
心
も
は
ら
な
り
。
そ
を
よ
く
も
見
わ
か
ぬ
人
の
。
お
の
れ
く
が
平
な
ら
ひ

に
。
こ
は
真
渕
誤
写
。
か
れ
は
縣
居
が
ひ
が
言
也
な
ど
傷
人
の
有
そ
い
ぶ
か
し
か
れ
。
濱
の
ま
さ
ご
数
々
の
事
に
し
も
あ
れ
ば
。
一
ッ
ニ
ッ
の
誤
。
三
ら
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
　
　
シ

ッ
ら
の
考
の
い
た
ら
は
ぬ
事
な
か
ら
ん
や
。
そ
を
見
は
え
し
な
ん
事
を
ゑ
り
出
て
。
た
ふ
と
み
あ
が
み
て
此
大
人
を
ふ
り
さ
け
見
れ
ば
。
天
の
益
人
な
る
事
。

あ
き
ら
け
き
人
な
る
を
や
。
さ
れ
ば
よ
今
に
し
て
は
。
真
渕
解
は
じ
め
し
古
言
の
文
ら
世
に
も
て
あ
そ
び
。
し
づ
け
か
る
御
代
の
さ
ち
は
ひ
に
天
の
夢
人
等

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ブ
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

な
り
出
て
。
言
玉
の
さ
ち
は
ふ
国
風
の
古
へ
を
し
の
ぶ
も
。
此
大
人
の
い
そ
し
な
ら
で
何
ぞ
も
や
。

　
　
　
　
　
　
コ
ト
ワ
リ

○
此
『
語
意
』
の
義
も
て
。

東
万
呂
・
真
上
の
解
は
じ
め
し
言
。

モ
ヘ
マ
リ
イ
ツ
コ
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
チ
へ

百
五
十
言
。
お
の
れ
が
と
も
が
ら
解
任
し
言
千
に
あ
ま
れ
り
。
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ア
カ
ル
　
　
　
　
す
ヒ
エ
　

○
真
下
此
ふ
み
に
。
『
古
事
記
』
の
神
の
名
に
。
上
聲
・
平
聲
・
去
聲
を
曾
て
。
音
を
し
ら
せ
し
を
あ
げ
。
吾
国
の
言
の
上
簗
・
平
聲
な
る
も
。
物
と
物
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
合
せ
い
へ
ば
。
去
聲
に
い
ふ
言
有
を
あ
げ
つ
ろ
へ
る
を
。
あ
る
も
の
い
へ
ら
く
。
四
国
に
四
聲
あ
る
に
や
と
。
い
と
も
な
じ
り
て
の
れ
り
。
こ
は
ほ
し
い

ま
・
に
お
の
れ
が
そ
ら
こ
と
わ
り
を
い
ひ
つ
の
れ
る
に
て
。
誠
し
く
は
し
ら
ぬ
事
を
か
へ
り
見
ぬ
う
こ
響
胴
。
吾
野
庭
に
四
の
聲
有
の
み
か
は
。
古
楽
の
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
イ

ニ
律
・
俗
楽
の
八
十
四
調
皆
と
・
の
へ
り
。
何
ぞ
と
い
は
・
。
楽
に
合
せ
て
研
を
う
た
ひ
。
あ
る
は
楽
の
音
を
ま
ね
ぶ
も
の
。
此
聲
・
点
心
を
聞
わ
か
で
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
エ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
イ
バ
リ
　
フ
リ

其
わ
さ
を
な
し
得
ん
や
。
聞
わ
き
て
口
よ
り
出
る
音
・
楽
の
し
ら
べ
に
あ
へ
ば
こ
そ
。
其
わ
ざ
く
を
な
し
う
る
に
あ
ら
す
や
。
神
楽
寄
・
張
・
風
俗
の
う
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ボ
ツ
コ
ン
　
　
フ
キ
モ
ノ

た
ひ
物
。
皆
唐
の
楽
に
あ
ひ
。
高
麗
・
林
邑
・
鞠
・
諸
蕃
の
楽
に
も
あ
へ
り
。
そ
れ
く
の
附
物
・
謡
曲
・
発
聲
・
管
に
合
ざ
る
物
な
し
。
そ
の
寄
の
聲
の
。

他
国
の
楽
の
音
に
合
よ
し
を
あ
ら
・
に
も
こ
》
に
い
は
ゴ
。
そ
れ
楽
で
ふ
物
は
。
宮
・
商
・
角
・
徴
・
羽
の
〈
是
々
舌
牙
愈
愈
の
音
也
。
さ
る
を
表
面
歯
音

な
し
と
い
へ
る
ひ
と
も
あ
り
〉
。
十
二
律
に
配
当
し
て
。
黄
鐘
の
宮
調
を
正
宮
調
と
云
。
此
正
軽
愚
の
五
分
の
一
を
減
し
て
。
宮
に
位
す
れ
ば
。
黄
鐘
の
商

調
と
な
る
。
律
こ
と
に
か
く
し
て
。
変
宮
漏
徴
を
律
ご
と
に
加
ふ
れ
は
。
律
皆
七
調
と
な
る
。
七
調
十
二
律
に
位
し
た
る
を
。
則
俗
楽
八
十
四
調
と
い
ふ
也
。

此
八
十
四
調
を
も
て
。
其
律
の
め
ぐ
り
を
考
へ
合
せ
て
。
律
を
定
む
。
さ
て
こ
そ
楽
の
音
は
な
れ
る
物
也
。
か
く
く
は
し
き
音
律
に
合
て
。
そ
れ
く
の
楽

調
な
れ
り
。
其
楽
に
合
せ
て
寄
を
ま
ね
び
。
楽
音
を
ま
ね
ぶ
に
。
道
引
も
の
・
音
た
が
ひ
て
は
。
ま
ね
ぶ
も
の
其
音
を
聞
わ
か
ん
や
。
そ
れ
八
十
四
調
と
・

　
　
　
　
　
フ
キ
モ
ノ

の
は
ざ
れ
ば
。
管
と
聲
と
あ
は
ず
。
寄
を
う
た
ふ
聲
と
委
し
く
。
管
の
聲
の
あ
ふ
は
。
其
聲
の
正
し
き
を
し
る
証
な
ら
ず
や
。
さ
れ
は
か
く
い
ひ
も
て
行
ば
。

ま
た
く
里
国
の
聲
。
唐
の
音
の
平
上
面
に
こ
と
な
ら
ず
と
云
が
如
く
な
れ
ど
し
か
ら
ず
。
漁
期
国
の
な
ら
は
し
の
音
の
正
し
く
。
平
目
・
上
面
・
去
聲
も
て

い
ひ
か
な
ふ
る
を
あ
か
ず
の
み
に
て
。
唐
墨
の
音
の
事
に
は
あ
ら
ず
。
し
か
は
い
へ
ど
。
吾
国
の
聲
楽
に
あ
ふ
を
お
も
へ
ば
。
漢
・
唐
の
正
音
と
。
島
国
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ
ミ
シ

字
音
の
唐
よ
り
伝
へ
し
は
。
音
も
同
し
か
り
し
に
や
。
今
は
他
の
国
も
七
百
年
ば
か
り
は
。
狭
の
音
聲
ま
じ
は
り
て
。
漢
・
唐
の
正
音
の
ま
・
な
ら
じ
と
思

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
チ
ツ

へ
る
事
は
。
お
の
れ
既
『
音
の
こ
・
ろ
』
て
ふ
物
に
く
は
し
く
い
へ
り
。
吾
朝
暮
に
て
も
畿
内
国
の
人
は
。
穿
つ
代
よ
り
亡
国
の
音
正
し
。
西
東
の
は
て
成

国
人
は
音
は
皆
怠
り
。
さ
れ
ど
言
た
が
は
さ
れ
ば
。
お
の
が
ど
ち
聞
わ
き
ま
へ
た
れ
る
は
。
宝
玉
の
さ
ち
は
ふ
国
の
手
風
に
し
て
。
音
な
ど
の
か
つ
ら
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
メ
ラ
ミ
オ
ヤ
　
　
　

ア
レ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
ツ

る
事
に
は
か
・
は
ら
ず
。
是
ぞ
い
は
ま
く
も
か
し
こ
き
。
皇
御
祖
の
大
神
ゆ
三
つ
ぎ
ま
せ
る
明
つ
御
神
の
。
み
威
稜
た
ふ
と
く
。
千
五
百
代
の
御
末
ま
で
も
。

ウ
ツ
シ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
キ
ホ
ヒ

都
遷
ち
か
き
国
は
。
音
正
し
か
る
神
徳
を
た
ふ
と
ま
さ
ら
め
や
。
か
し
こ
ま
ざ
ら
め
や
。

【
甲
乙
本
割
注
扱
】
さ
て
吾
国
風
の
聲
の
事
。
真
書
始
て
い
ひ
し
に
あ
ら
ず
。
難
波
の
契
沖
法
師
も
既
に
論
ひ
し
こ
と
也
。
四
聲
と
い
へ
ば
字
音
の
事
の
み

思
ひ
な
せ
る
は
。
唐
ま
な
び
の
人
の
意
也
。
い
っ
こ
の
国
か
音
に
わ
か
ち
あ
ら
ざ
ら
ん
。
其
音
正
し
か
ら
ぬ
を
。
よ
こ
な
ま
り
と
は
い
ふ
な
り
け
り
。

126

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ス
ラ
マ
ガ
ン

○
古
へ
の
言
の
仮
字
に
て
書
し
を
わ
き
か
ね
て
。
唐
心
を
傍
注
て
や
ふ
や
く
国
の
言
の
意
を
し
る
そ
う
こ
な
れ
。
言
は
吾
国
の
言
に
し
も
あ
れ
ば
。
お
の
か

口
つ
か
ら
奮
い
ふ
ま
ち
か
き
こ
と
な
る
を
わ
す
れ
。
遠
き
他
の
国
の
字
も
て
し
ら
ん
て
ふ
こ
と
や
有
。
か
へ
す
く
も
真
渕
が
此
文
に
解
し
。
延
と
約
と
回

四
九
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五
〇

と
通
は
す
と
署
と
を
し
る
へ
し
。
猶
も
い
わ
・
讐
喩
言
有
。
是
等
の
こ
と
を
お
し
き
は
め
。
唐
字
に
よ
る
事
を
す
て
・
。
言
も
て
言
は
解
へ
か
り
け
る
。

『
古
事
記
』
『
日
本
紀
』
は
じ
め
て
。
豊
国
の
古
書
は
言
の
元
を
き
は
め
て
解
な
ら
で
。
ま
こ
と
し
く
ふ
り
ぬ
る
世
の
有
さ
ま
を
し
ら
ん
や
。
唐
国
の
義
を
い

ひ
添
へ
て
解
は
。
い
か
て
皇
大
御
神
の
神
心
な
ら
ん
や
。
お
の
れ
其
書
ら
の
意
を
解
得
に
し
言
ら
あ
れ
と
。
千
が
一
に
も
た
ら
は
さ
れ
ば
。
玉
ち
は
ふ
神
代

の
書
は
か
け
ま
く
も
か
し
こ
く
て
。
解
か
れ
さ
り
け
り
。
し
か
あ
れ
と
唐
の
義
を
添
へ
い
ふ
な
る
は
う
こ
也
と
し
る
の
み
。

○
或
惑
い
へ
ら
く
。
延
・
約
・
転
し
・
短
く
ち
ふ
。
く
さ
く
の
事
古
へ
に
有
と
い
へ
と
。
そ
も
ま
こ
と
し
か
ら
ぬ
に
。
唐
言
を
ま
じ
へ
云
に
も
。
そ
れ
ら

の
事
有
と
い
ふ
。
い
や
心
得
が
た
か
る
事
に
こ
そ
あ
な
れ
と
。
お
の
れ
答
。
い
ま
し
は
古
へ
を
し
ら
ぬ
の
み
か
は
。
今
わ
ら
は
へ
の
言
に
も
。
其
よ
し
あ
る

を
聞
し
ら
ぬ
が
へ
に
。
い
ま
し
が
射
つ
か
ら
常
言
こ
と
ば
を
さ
へ
。
わ
き
ま
へ
し
ら
で
。
古
へ
を
し
ふ
る
こ
そ
う
こ
な
れ
。
そ
れ
わ
ら
は
べ
に
。
「
あ
り
ゃ
」

と
間
へ
は
。
「
あ
ひ
ア
」
と
こ
と
ふ
。
此
ら
は
「
送
波
」
の
約
に
て
「
あ
る
は
」
と
答
ふ
る
也
。
あ
る
ひ
は
う
ち
へ
国
の
人
。
「
そ
れ
は
し
ら
ぬ
」
ち
ふ
事
を
。

東
の
わ
ら
は
》
「
そ
ら
し
ら
ぬ
」
と
云
。
是
も
「
礼
波
」
の
約
「
良
」
な
れ
は
し
か
云
を
。
其
「
良
」
を
延
て
「
そ
り
や
し
ら
ぬ
」
と
い
ふ
も
再
延
る
也
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
キ
フ

播
州
の
人
の
い
や
つ
こ
ら
に
物
令
す
る
に
。
「
か
く
し
ろ
・
し
か
せ
ろ
」
て
ふ
は
。
や
か
て
約
也
。
其
分
の
元
は
「
か
く
し
ら
れ
よ
・
し
か
せ
ら
れ
よ
」
也
。

さ
て
「
良
礼
」
の
約
「
礼
」
な
る
を
。
其
「
礼
」
と
「
与
」
を
趨
れ
は
。
「
呂
」
と
な
れ
ば
。
「
し
ろ
・
せ
ろ
」
と
は
い
ふ
也
。
さ
れ
と
是
を
東
の
方
言
と
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヲ
サ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ト

み
思
ふ
べ
か
ら
ず
。
御
神
楽
の
人
長
が
云
。
人
物
音
の
才
こ
・
ろ
む
る
に
。
「
聲
を
と
・
の
へ
二
才
引
・
物
音
と
・
の
へ
ろ
奈
引
」
と
い
へ
は
古
く
よ
り
の
言

也
。
こ
と
く
く
し
か
也
。
な
ほ
も
い
は
・
。
東
の
人
の
「
こ
れ
だ
・
あ
れ
だ
」
と
物
に
添
へ
云
を
。
都
人
は
「
是
じ
ゃ
・
あ
れ
じ
ゃ
」
と
云
は
。
東
の

「
陀
」
は
。
「
そ
れ
で
あ
る
・
こ
れ
で
あ
る
」
也
。
「
泥
岩
留
」
て
ふ
三
鷹
を
細
れ
ば
。
「
陀
」
と
な
れ
ば
也
。
都
人
は
其
「
陀
」
を
「
奈
」
に
通
し
。
「
奈
」

を
「
邪
」
に
転
し
て
延
ふ
れ
ば
「
自
也
」
と
な
れ
ば
。
「
そ
れ
じ
ゃ
・
是
じ
ゃ
」
と
は
云
云
。

【
甲
乙
本
割
注
扱
】
春
の
雨
の
。
「
能
安
」
の
約
な
る
を
。
左
に
通
は
し
。
春
雨
な
と
云
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
キ
ザ

「
陀
調
馬
」
の
通
ふ
例
は
。
真
玉
「
通
ふ
言
」
の
條
に
委
し
く
せ
り
。
夫
お
の
れ
久
が
た
の
天
津
神
言
を
あ
が
み
て
。
古
今
を
合
せ
考
も
の
ら
に
云
に
。
雨

も
よ
。
く
も
り
空
な
す
。
そ
ら
言
い
は
ん
や
。
汝
は
し
ら
ぬ
義
を
う
た
か
ひ
。
父
母
の
神
な
ら
は
し
な
る
。
言
玉
の
さ
ち
は
ひ
を
な
み
す
る
人
也
。
こ
を
撃

つ
神
の
聞
こ
し
を
さ
ば
。
上
つ
え
だ
下
つ
え
だ
の
お
よ
び
の
つ
め
剥
て
は
ら
へ
っ
物
と
な
さ
し
ぬ
。
神
や
ら
ひ
に
や
ら
ひ
た
ま
ふ
べ
か
る
。
つ
み
人
に
こ
そ
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あ
な
れ
。
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○
真
直
は
あ
か
ね
さ
す
日
の
あ
か
き
心
も
て
。
吾
国
風
を
あ
が
み
た
ふ
と
み
思
ふ
。
ひ
と
へ
心
の
う
ら
な
き
か
ま
に
く
。
い
ひ
出
た
る
言
に
は
。
片
糸
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ナ
カ
ツ
ク
ニ

か
た
よ
り
に
よ
り
た
る
如
。
聞
ゆ
る
も
あ
る
を
。
他
の
国
風
ま
ね
び
。
か
の
国
を
中
華
と
だ
に
あ
か
ま
へ
。
吾
国
を
夷
な
り
と
ま
て
賎
し
み
思
ふ
人
の
目
に

は
。
物
く
る
ほ
し
と
も
見
な
ん
。
そ
は
さ
て
も
あ
り
な
め
ど
。
下
に
も
い
ふ
ご
と
く
お
の
が
ど
ち
思
ふ
事
有
て
。
こ
た
び
改
て
逸
す
て
つ
。
さ
て
真
心
が
し

か
い
ひ
し
ょ
し
を
い
か
に
と
い
は
ゴ
。
夫
物
の
始
を
野
人
は
。
他
の
ひ
き
・
を
あ
げ
い
ひ
て
。
お
の
れ
が
高
き
を
し
め
さ
へ
る
。
わ
ざ
に
と
り
て
い
ひ
し
也

け
り
。
さ
る
を
他
の
国
風
を
あ
し
と
す
る
が
。
真
渕
が
意
也
と
お
も
ひ
ま
ね
ぶ
は
。
此
す
ち
の
く
り
給
へ
し
。
糸
筋
を
み
だ
ら
ず
に
な
も
あ
れ
。
う
つ
ゆ
ふ

の
ま
ゆ
こ
も
り
。
ひ
さ
・
に
思
ひ
か
ね
て
。
虚
言
の
糸
口
を
し
も
見
出
に
た
れ
ど
。
乱
た
る
世
々
を
経
て
。
解
も
直
し
が
た
か
る
事
さ
は
な
る
を
。
や
う
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
ハ
ヒ

く
に
い
そ
し
つ
み
つ
・
解
二
つ
る
が
。
百
た
ら
ず
七
十
の
年
の
き
は
み
。
解
も
は
て
ず
て
行
川
の
。
過
に
し
跡
の
今
に
し
て
は
。
の
こ
せ
る
ふ
み
も
て
其
糸

　
　
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
シ
ベ

ロ
を
止
め
。
言
の
糸
筋
解
あ
き
ら
め
。
言
の
和
幣
織
は
え
な
ん
こ
そ
真
説
真
こ
・
う
に
は
あ
な
れ
。
か
の
他
あ
し
て
ふ
人
を
物
に
た
と
へ
ば
。
葦
辺
に
む

　
　
ヲ

る
＼
小
鴨
の
も
こ
ろ
な
し
。
あ
そ
ば
ひ
を
る
わ
ら
は
べ
ら
が
。
お
よ
つ
け
な
ん
と
ほ
り
お
も
ふ
物
か
ら
。
お
の
が
ど
ち
吐
く
ら
べ
な
し
。
高
か
か
る
を
ま
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
ケ

れ
り
と
よ
ろ
こ
ぼ
べ
る
に
あ
え
た
り
。
年
行
丈
の
か
ぎ
り
の
ば
へ
。
高
か
り
と
思
ひ
え
て
は
。
く
ら
べ
ぐ
る
し
く
せ
し
も
。
た
わ
す
る
・
如
。
お
の
れ
し
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
キ
へ

高
か
ら
ば
他
の
高
き
も
う
ら
や
ま
ず
。
他
の
低
も
い
や
し
ま
じ
。
さ
る
心
な
ら
は
し
に
も
か
も
と
思
へ
れ
ば
。
人
の
た
ふ
と
き
は
た
ふ
と
し
と
し
て
。
お
の

れ
は
皇
御
国
の
た
ふ
と
き
を
明
ら
め
な
も
と
。
ぬ
は
た
ま
の
よ
る
は
し
み
ら
に
。
あ
か
ら
ひ
く
昼
は
す
が
ら
に
。
こ
と
だ
ま
の
緒
の
千
筋
の
糸
。
解
あ
が
ち

な
ん
事
を
ひ
た
ぶ
る
に
な
す
も
。
お
い
行
お
の
が
ひ
が
心
に
し
や
あ
ら
な
む
。
あ
な
か
し
こ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
マ
ノ
ス
ク
ネ

　
　
　
　
　
寛
政
は
し
め
の
年
霜
月
　
　
　
　
狛
少
兄
諸
成
か
云

【
真
澄
注
記
】
こ
・
の
論
ひ
は
此
巻
の
末
に
諸
成
ぬ
し
の
し
る
し
お
け
る
也
。
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甲
乙
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で
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諸
成
「
附
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」
頭
註
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五
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五
二

〇
お
の
れ
諸
成
が
よ
る
は
安
然
の
『
悉
曇
蔵
』
。
覚
源
の
『
三
密
抄
』
也
。
さ
て
後
漢
の
服
慶
が
切
反
の
説
。
魏
の
李
登
が
聲
韻
の
説
。
六
朝
の
梁
の
沈
約

が
説
。
皆
均
し
。
唐
に
も
も
と
親
藩
の
さ
た
は
な
か
り
し
に
。
質
草
の
来
る
も
の
・
世
々
に
ま
さ
れ
ば
。
聲
の
乱
む
事
を
お
そ
れ
て
。
反
切
の
説
は
た
て
し

融
け
り
。
そ
は
悉
曇
に
習
し
な
る
に
其
五
十
聯
音
。
荷
田
祝
部
が
家
に
伝
へ
し
に
合
へ
ば
。
皇
朝
の
言
も
正
し
き
を
し
る
証
な
ら
ず
や
。
し
か
し
て
言
を
解

に
義
か
な
へ
ば
。
い
や
ち
こ
な
る
よ
り
所
な
ら
す
や
。
さ
て
日
各
国
は
日
入
国
に
習
て
聲
を
た
ゴ
し
ぬ
。
し
か
る
に
我
国
に
て
は
。
天
地
ひ
ら
け
書
し
ゆ
。

此
言
曾
て
。
此
五
十
連
の
言
も
て
。
い
ひ
た
ら
は
し
ぬ
。
さ
ら
ば
真
渕
の
い
へ
る
如
。
天
地
の
お
の
つ
か
ら
な
る
五
十
連
言
な
る
を
お
も
へ
。
よ
て
お
の
れ

は
ま
ど
ふ
事
な
く
思
ひ
定
し
也
。

○
言
と
い
ひ
音
と
云
も
。
皆
人
の
口
よ
り
出
る
を
。
其
国
土
に
て
い
ひ
わ
く
な
れ
ば
。
も
と
は
下
し
も
た
が
は
し
。
も
と
天
地
の
な
ら
は
し
な
れ
ば
也
。
其

天
地
に
た
が
ひ
て
わ
た
く
し
言
を
し
も
い
ひ
つ
る
は
。
も
と
に
か
な
ふ
べ
く
も
あ
ら
ぬ
こ
と
わ
り
な
ら
ず
や
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ナ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
チ
　
イ
　
ホ

○
言
の
延
・
約
・
署
・
転
ず
な
ど
当
事
。
古
く
よ
り
固
目
の
有
に
あ
ら
ず
。
千
五
百
と
せ
が
程
。
我
国
風
を
わ
す
れ
。
千
万
の
言
も
ふ
み
も
。
字
の
音
を
ま

じ
へ
て
い
ひ
も
し
。
書
も
な
れ
わ
き
ま
へ
っ
。
わ
が
国
の
言
葉
を
し
る
今
と
な
り
て
。
古
へ
を
道
び
か
ん
と
す
る
な
る
。
か
り
そ
め
の
た
つ
き
に
。
此
名
を

ま
う
け
て
言
の
み
。
延
・
約
て
ふ
。
通
す
て
ふ
も
。
皆
自
ら
に
聞
わ
く
る
そ
。
古
へ
の
さ
ち
は
ふ
国
に
は
あ
な
る
。
今
も
其
よ
し
の
有
事
は
。
下
の
文
に
い

へ
り
。

○
真
渕
古
へ
に
い
そ
し
有
を
い
は
☆
。
『
古
事
記
』
『
日
本
紀
』
の
訓
を
あ
ら
た
め
。
『
紀
』
の
寄
を
こ
と
わ
り
。
『
万
葉
集
』
を
考
へ
。
日
本
紀
寛
宴
の
寄
を

注
し
。
或
の
『
祝
詞
考
』
を
撰
し
。
冠
辞
を
考
。
此
『
語
意
』
『
国
意
』
『
寄
寄
』
『
書
意
』
を
書
。
『
古
今
集
』
の
序
を
解
し
。
同
寄
を
論
ひ
。
『
伊
勢
物
語

古
意
』
を
あ
ら
は
し
。
『
う
ひ
ま
な
び
』
を
改
解
り
。
か
＼
る
類
は
さ
ら
也
。
『
源
氏
物
語
新
注
』
『
浄
土
三
部
経
言
解
』
『
風
俗
寄
の
考
』
・
『
金
椀
集
』
の

寄
の
よ
し
あ
し
を
い
へ
る
。
か
・
る
か
り
そ
め
な
る
事
か
そ
へ
も
つ
く
さ
じ
。
く
さ
く
の
考
の
中
に
。
『
神
楽
寄
の
考
』
は
。
源
清
良
に
伝
へ
お
き
し
を
。

清
良
お
の
れ
諸
成
に
あ
た
へ
し
也
。
つ
ら
く
見
る
に
。
こ
は
い
と
も
ひ
で
た
る
考
な
れ
は
。
ひ
め
お
き
ぬ
考
な
れ
は
。
世
に
ひ
ろ
め
な
ん
と
ね
き
思
へ
れ

と
。
宮
風
の
秘
事
。
広
く
も
ら
さ
ん
は
か
し
こ
か
れ
は
。
ひ
め
置
ぬ
。
考
の
ね
も
ご
ろ
な
る
事
。
よ
く
古
へ
に
入
た
・
ず
ば
真
渕
が
意
を
得
じ
。

○
言
の
解
は
。
『
古
事
記
』
『
日
本
紀
』
『
万
葉
集
』
に
。
下
り
て
は
『
続
紀
』
『
新
撰
字
鏡
』
『
和
名
抄
』
の
訓
に
よ
り
。
仮
字
に
よ
り
。
小
注
に
依
て
言
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ラ
ラ

も
と
を
し
る
し
。
か
り
そ
め
に
書
あ
つ
め
て
。
『
荒
良
言
』
と
名
づ
け
ぬ
。
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○
此
聲
の
事
を
い
へ
ば
字
音
を
ま
じ
へ
い
へ
り
。

○
音
を
た
ふ
と
み
云
時
は
。
た
ひ
ら
け
き
を
た
ふ
と
し
す
。
か
れ
は
じ
め
に
お
と
な
る
を
。
平
言
と
い
ひ
。
の
ほ
り
あ
が
る
聲
と
も
の
ぼ
る
聲
と
も
い
ひ
。

通
い
ぬ
る
を
さ
る
聲
と
云
。
四
つ
の
聲
つ
き
ぬ
る
を
い
る
聲
と
云
は
。
他
国
と
同
し
こ
と
わ
り
な
る
事
も
と
よ
り
也
。
さ
れ
と
三
十
二
韻
な
と
云
。
こ
ま
や

け
き
事
な
き
は
言
の
国
な
れ
ば
也
。
さ
て
道
引
金
も
道
管
る
・
人
も
。
此
聲
此
律
を
し
り
て
伝
ふ
る
に
あ
ら
ず
。
い
ひ
か
な
へ
て
伝
へ
。
聞
得
て
伝
は
り
て
。

四
聲
律
に
合
ふ
は
妙
な
ら
ず
や
。

○
我
国
の
古
へ
音
に
細
し
き
人
有
て
。
他
の
国
よ
り
伝
へ
し
楽
に
習
て
。
楽
を
証
し
人
あ
ま
た
あ
り
。
今
用
ひ
ら
る
・
楽
。
我
国
に
て
押
し
あ
る
は
。
楽
書

を
見
て
し
る
べ
し
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク

○
我
国
の
平
聲
・
上
聲
・
去
聲
を
。
今
常
に
石
茸
に
て
分
ち
い
は
ゴ
。
「
瘡
」
は
平
心
也
。
「
加
沙
」
の
「
加
」
は
「
加
由
」
の
約
「
久
」
な
る
を
。
「
加
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ユ
シ
キ
ク

に
通
し
て
。
「
加
」
と
い
ひ
。
「
沙
」
は
「
志
伎
奈
」
の
二
言
を
約
し
也
。
「
志
伎
」
は
「
頻
」
也
。
「
奈
」
は
い
ひ
入
る
・
云
に
て
「
痒
頻
」
也
。
こ
は
東
の

人
も
平
聲
に
い
ふ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
キ
ヌ
カ
サ

「
蓋
」
は
上
聲
也
。
「
照
射
」
の
「
加
」
は
「
久
波
」
の
約
。
「
射
」
は
「
曽
波
」
の
約
に
て
。
「
貫
道
」
也
。
さ
て
こ
は
合
子
の
蓋
也
。
此
「
蓋
」
を
「
衣
蓋
」

に
あ
っ
る
時
は
去
聲
。
是
も
西
東
に
て
も
上
聲
に
云
。

「
笠
」
は
去
難
平
。
「
可
沙
」
の
「
加
」
は
「
可
志
良
」
の
三
焦
の
約
。
「
沙
」
は
「
曽
波
」
の
約
に
て
頭
に
添
也
。
此
「
笠
」
を
東
の
人
の
上
聲
に
云
は
誰

也
。
さ
て
此
「
笠
」
を
「
加
夫
留
」
と
云
は
か
し
ら
に
ふ
る
・
也
。
則
冠
を
体
言
に
い
へ
ば
「
加
高
利
」
也
。
用
言
に
い
へ
は
「
加
夫
留
」
と
云
。
是
等
を

も
て
言
の
延
・
約
・
平
・
去
を
知
れ
。
体
・
用
の
事
は
。
真
上
此
書
に
く
は
し
く
せ
り
。
此
平
・
上
・
去
を
い
ひ
か
な
ふ
る
は
。
都
人
也
。
さ
ら
ば
い
は
ま

く
も
か
し
こ
き
今
の
天
皇
の
神
徳
な
ら
す
や
。
さ
て
し
か
る
故
有
て
。
是
ぞ
平
芝
。
是
ぞ
上
聲
と
云
こ
と
わ
ざ
の
有
な
ら
で
。
し
か
る
が
国
の
な
ら
は
し
の

聲
也
。
唐
の
字
音
も
さ
こ
そ
あ
る
ら
め
。
さ
て
此
條
は
本
文
ニ
ッ
て
ふ
條
を
猶
あ
か
さ
ん
為
に
云
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ン
カ
ヘ
リ
　
　
　
　
　
　
　
カ
ン
カ
カ
リ

○
唐
字
を
傍
注
し
て
。
や
う
や
く
国
言
の
心
を
し
る
か
を
こ
也
と
云
は
。
『
神
代
紀
』
に
。
「
軍
神
加
之
愚
託
」
。
是
を
注
に
。
此
云
「
謬
言
我
可
利
」
と
注

せ
し
に
。
『
仲
哀
紀
』
に
は
「
帰
言
神
教
耳
語
」
。
又
『
紀
』
に
「
神
託
里
后
講
」
と
あ
り
。
是
を
『
古
事
記
』
に
は
「
神
懸
」
と
か
け
り
。
此
「
寄
認
可
・

利
」
て
ふ
言
を
解
得
て
後
に
。
『
紀
』
を
撰
れ
し
時
ま
で
は
。
古
言
の
意
を
得
て
字
を
留
る
は
。
義
も
て
の
み
か
・
れ
し
を
知
る
。
撃
つ
代
は
古
言
に
く
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
三
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五
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
タ
チ
マ
リ
イ
ツ
へ

し
け
れ
は
也
。
さ
て
唐
の
学
の
み
に
成
て
。
古
言
忘
れ
は
て
た
る
今
と
な
り
て
は
。
東
万
呂
五
十
年
。
篇
首
五
十
年
。
真
渕
五
十
年
。
お
の
れ
二
十
五
の
比

ゆ
学
始
て
。
こ
と
し
六
十
八
年
に
し
て
。
「
神
懸
」
て
ふ
言
を
考
得
た
り
。
単
音
へ
を
後
よ
り
考
れ
ば
。
二
百
と
せ
の
い
そ
し
も
て
や
う
や
く
に
考
ぬ
。
し

か
る
を
『
紀
』
撰
れ
し
時
代
に
は
。
や
す
ら
か
に
字
を
あ
て
＼
。
心
の
ま
・
に
「
神
懸
」
の
言
の
意
を
得
ら
れ
ぬ
。
さ
れ
ば
古
言
は
言
も
て
解
べ
き
こ
と
わ

り
明
ら
か
な
る
を
お
も
へ
。

○
烈
風
猶
按
る
に
。
中
比
よ
り
我
国
の
言
を
解
に
。
『
古
事
記
』
已
下
の
古
言
は
さ
ら
也
。
浮
雲
の
訓
を
い
ふ
と
て
。
『
文
選
』
に
何
か
し
の
字
を
か
く
訓
。

『
遊
仙
屈
』
に
彼
を
是
と
訓
と
云
こ
と
有
を
。
わ
が
友
が
ら
も
し
る
也
と
思
ひ
し
は
い
ま
た
し
か
り
け
り
。
そ
は
字
に
訓
を
あ
っ
る
よ
り
所
に
は
す
べ
し
。

言
を
解
に
そ
を
も
て
声
望
へ
の
さ
ま
を
し
る
と
は
い
ふ
べ
か
ら
ず
。
言
を
解
得
て
後
に
。
字
は
い
か
さ
ま
に
も
義
に
あ
て
書
べ
き
事
に
こ
そ
。
我
国
に
は
字

て
ふ
も
の
は
な
き
国
に
て
。
千
万
の
事
を
い
ひ
た
ら
は
さ
ぬ
事
な
き
国
成
こ
と
を
つ
ら
く
思
ふ
べ
き
也
。
し
か
思
て
は
字
の
義
も
て
言
を
解
は
。
必
し
も

古
へ
に
か
な
は
ぬ
事
し
る
べ
し
。
し
か
し
て
た
ま
ち
は
ふ
。
皇
神
の
御
世
の
た
ふ
と
さ
を
し
る
べ
し
。

　
　
ひ
と
つ
と
言
所
の
頭
書
【
真
澄
に
よ
る
注
記
】

【
真
淵
『
語
意
』
「
ひ
と
つ
」
へ
の
諸
成
注
記
事
項
　
　
　
（
以
下
同
様
）
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
　
キ
ヤ
カ
ム
ガ
ム
キ
ヤ

○
天
竺
に
は
。
た
と
へ
は
不
行
の
み
に
も
加
点
伎
也
雨
樋
我
牟
伎
也
六
つ
有
て
。
三
十
音
也
。
如
此
の
音
を
合
す
れ
ば
い
と
多
し
。
此
国
に
は
虚
言
五
十
言

の
外
に
。
空
言
二
十
。
半
濁
五
つ
。
す
へ
て
七
十
言
の
み
に
て
。
い
と
言
少
し
。
其
少
き
を
も
て
千
万
の
言
に
た
ら
は
ぬ
事
な
き
は
妙
な
ら
ず
や
。

【
甲
本
段
下
ゲ
事
項
】
即
成
按
る
に
。
は
や
く
よ
り
清
濁
七
十
言
と
い
へ
ど
。
「
波
比
布
仁
保
」
の
言
を
半
濁
に
。
「
和
為
宇
愛
機
」
の
如
く
唱
ふ
る
は
別
言

と
お
ぼ
ゆ
。
何
ぞ
と
い
は
ゴ
。
「
上
書
夫
便
凡
」
の
言
を
「
万
美
武
米
点
」
の
清
言
も
て
い
ふ
は
。
『
紀
』
其
元
に
も
曲
言
と
す
。
「
邪
自
励
是
俗
」
「
太
治
豆

伝
好
」
を
「
奈
圷
奴
意
趣
」
の
童
言
も
て
云
も
。
又
同
。
「
三
厩
夫
王
凡
」
を
「
和
為
宇
恵
於
」
の
如
く
と
な
へ
て
和
な
ら
ず
。
「
波
比
布
倍
保
」
と
「
婆
備

夫
便
凡
」
を
別
言
と
す
る
か
ら
は
。
半
濁
も
又
別
言
と
す
べ
し
。
「
加
伎
久
計
古
」
の
半
濁
を
「
良
利
息
礼
呂
」
と
す
る
は
。
言
七
十
五
言
の
中
に
て
露
な
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れ
ば
。
始
に
「
万
美
武
米
母
」
を
「
婆
備
夫
便
凡
」
の
半
濁
と
す
る
如
く
明
ら
か
也
。
さ
ら
は
七
十
五
言
也
。

○
唐
よ
り
文
字
の
渡
り
来
し
は
。
人
の
世
と
な
り
て
也
。
字
な
く
し
て
た
り
ぬ
皇
神
の
御
世
の
。
ひ
さ
・
に
登
り
し
こ
と
わ
り
を
こ
・
に
云
也
。
藤
原
の
宮

の
比
よ
り
し
て
。
千
万
の
事
。
唐
の
手
風
に
成
て
。
我
国
風
を
忘
れ
は
て
た
る
世
に
は
。
字
も
て
す
る
外
は
あ
ら
で
。
皇
神
の
御
世
の
や
す
ら
か
時
の
か
く

ろ
ひ
行
し
を
。
な
げ
き
て
い
ふ
也
。

○
小
治
田
宮
は
後
に
箭
明
天
皇
と
申
す
。
軽
嶋
の
宮
は
後
に
　
神
天
皇
と
申
す
也
。

○
後
よ
り
考
へ
あ
っ
れ
ば
。
其
通
言
・
重
言
・
延
約
こ
と
。
さ
ま
く
に
て
。
中
に
は
い
と
む
つ
か
し
く
通
は
し
た
る
も
あ
れ
と
。
其
本
は
お
の
つ
か
ら
し

る
い
は
れ
し
も
の
也
。
真
ぞ
則
此
国
の
天
地
の
言
の
か
な
ふ
な
れ
ば
。
人
の
国
の
こ
と
を
か
り
し
に
あ
ら
ぬ
事
を
知
べ
し
。
其
通
言
等
の
幽
く
は
。
下
に

つ
ふ
さ
に
す
る
を
見
よ
。

　
　
二
つ
の
か
し
ら

○
我
国
に
音
と
云
は
。
字
音
の
事
に
あ
ら
ず
。
言
に
平
聲
・
去
聲
の
唱
有
を
云
。

○
国
所
と
い
ひ
其
地
の
音
と
云
は
。
都
人
は
都
の
音
。
西
東
の
田
舎
の
地
は
そ
こ
の
な
ら
は
し
の
音
の
ま
・
に
云
を
い
へ
る
也
。
見
番
も
て
云
。
あ
た
し
国

の
事
に
は
あ
ら
す
。
西
の
詞
。
東
の
こ
と
ば
。
又
は
常
陸
の
言
。
み
ち
の
く
に
の
詞
な
ど
云
我
国
の
音
の
こ
と
也
。

○
大
人
の
書
し
に
は
「
単
比
地
圷
上
神
」
云
云
。
次
に
字
は
異
に
せ
ざ
り
。
又
「
阿
奈
迩
夜
暴
慢
上
津
登
古
」
を
て
ふ
「
衰
」
は
工
手
な
る
を
云
云
の
文
あ

れ
ど
。
諸
成
考
る
に
よ
し
あ
れ
ば
す
て
つ
。
よ
し
は
『
古
事
記
考
』
に
並
べ
し
。
其
よ
し
は
千
蔭
も
黒
生
も
う
べ
な
り
と
い
へ
ば
也
。

○
皇
神
の
御
世
の
ま
・
に
。
言
も
辞
も
い
ひ
つ
た
へ
て
。
後
に
唐
の
字
渡
り
て
。
一
度
仮
字
定
ま
り
し
ょ
り
。
か
く
久
さ
に
伝
り
て
か
は
ら
ず
。
そ
の
か
は

ら
ぬ
に
付
て
。
言
の
意
も
均
し
く
明
ら
げ
し
。
此
言
の
意
。
上
ッ
代
に
か
は
ら
ぬ
事
を
。
解
得
ざ
る
人
。
唐
の
字
の
意
に
よ
る
故
に
み
だ
り
に
成
ぬ
。
其
言

い
か
に
転
し
た
る
も
。
猶
仮
字
の
本
に
よ
り
て
。
あ
き
ら
め
ら
る
・
事
の
。
妙
な
る
味
を
ふ
か
く
心
得
る
人
か
き
也
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
　
チ
　
　
　
オ
　
バ

○
『
古
事
記
』
一
本
に
は
「
意
計
弘
計
」
と
有
。
二
本
に
は
「
甘
甘
計
」
と
有
。
こ
・
は
其
一
本
「
意
計
」
と
の
み
有
に
依
て
平
丘
。
既
祖
父
・
祖
母
・
大

父
・
大
々
・
小
父
・
小
母
の
意
に
て
。
同
属
の
如
く
な
れ
ど
。
仮
字
は
大
に
わ
か
れ
た
る
例
を
あ
か
す
也
。
さ
ら
ば
『
古
事
記
』
も
し
か
る
例
を
も
て
か
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
五
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れ
ば
。
「
意
計
」
と
の
み
あ
る
も
た
が
へ
る
に
あ
ら
ぬ
也
。

○
吉
野
の
明
義
法
師
は
。
南
朝
に
つ
か
へ
ま
つ
り
し
人
に
て
。
定
家
卿
の
仮
字
の
定
め
あ
る
を
あ
け
て
。
字
と
い
ふ
物
こ
そ
た
ゴ
し
か
れ
と
。
『
仙
源
抄
』

と
云
ふ
み
の
践
に
い
へ
り
。
そ
は
水
戸
の
中
納
言
の
君
の
ゑ
ら
ば
れ
し
。
『
扶
桑
三
葉
集
』
の
十
八
の
巻
に
あ
け
給
へ
り
。
我
国
の
言
を
解
に
は
。
仮
字
を

こ
そ
証
と
は
す
れ
。
始
よ
り
く
れ
く
も
云
如
く
。
仮
字
さ
だ
ま
ら
で
言
を
解
得
て
ん
や
。
此
法
師
は
古
へ
を
し
ら
ぬ
も
あ
ま
り
あ
る
人
に
こ
そ
。
諸
成

『
拾
葉
集
』
に
て
見
出
た
れ
ば
。
こ
・
に
そ
へ
て
い
ふ
。

せきね文庫旧蔵『語意考　附歌集』

　
　
竪
横
云
阿
行
の
頭
書

○
大
人
の
書
し
『
語
意
』
に
。
「
阿
伊
里
五
衰
」
は
。
同
行
と
和
行
に
は
い
さ
・
か
通
は
し
云
言
あ
れ
ど
。
加
行
よ
り
下
の
八
行
に
通
へ
る
事
な
し
と
か
・

れ
ぬ
。
さ
る
を
お
の
れ
こ
た
び
あ
ら
た
め
し
は
。
大
人
の
を
し
へ
の
ね
も
こ
ろ
な
る
故
。
か
く
考
る
言
ど
も
の
外
に
す
て
に
云
如
く
。
『
荒
良
言
』
て
ふ
ふ

み
着
て
。
ふ
か
く
言
の
よ
し
を
お
も
ひ
明
ら
む
る
事
あ
れ
ば
也
。
た
ゴ
に
を
し
へ
の
み
ま
も
り
て
あ
ら
ば
。
山
菅
の
ね
も
こ
ろ
に
し
め
し
。
揖
の
と
の
つ
は

ら
か
に
ふ
み
と
も
に
書
残
せ
し
い
た
づ
き
な
み
す
る
也
。
此
お
く
に
も
。
此
古
言
の
う
し
な
は
れ
し
を
た
と
へ
て
。
あ
ら
し
ま
風
に
あ
へ
る
舟
の
。
行
へ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ら
す
な
ん
な
り
に
き
云
云
。
を
ま
た
く
せ
ん
事
は
。
す
み
の
え
の
大
神
の
さ
ち
く
と
。
ね
ぎ
と
め
お
か
れ
し
。
む
ら
き
も
の
心
ま
け
を
。
む
な
し
か
ら
せ

し
と
な
り
。
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地
の
巻

　
　
衰
古
曽
登
の
行
頭

　
ホ
カ
○
他
は
阿
行
を
の
ぞ
き
て
い
へ
る
に
。
是
の
み
「
遠
」
を
挙
る
は
此
言
は
多
く
通
る
あ
れ
ば
也
。

○
雅
言
・
平
言
・
俗
言
の
わ
か
ち
は
末
の
條
に
此
言
を
云
頭
に
委
し
。

　
　
　
　
　

○
唐
文
に
「
行
〃
〃
之
時
」
な
と
や
う
に
有
之
は
。
か
し
こ
の
助
辞
の
例
の
み
也
。
か
く
横
の

　
　
　
　
　
　
一
．
　
　
　
　
一

る
也
。

「
之
」
を
こ
・
の
言
に
て
訓
べ
か
ら
ず
。
よ
め
ば
俗
言
と
な
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○
「
於
」
は
物
の
下
い
は
ぬ
言
な
れ
ば
。
か
く
云
事
な
き
は
も
と
よ
り
也
。
さ
れ
ど
鄙
俗
に
児
な
ど
の
言
に
か
く
云
も
有
は
。
此
面
な
る
事
を
例
に
推
し
て

い
ふ
の
み
。

0
「
左
耶
々
々
」
と
い
ふ
は
。
物
の
鳴
る
聲
也
。
「
左
手
々
々
」
は
。
さ
わ
ぐ
事
也
。
此
仮
字
よ
く
せ
ず
ば
ま
ど
ふ
べ
し
。

○
本
言
は
言
通
延
約
の
道
に
よ
る
を
い
ふ

○
言
の
本
を
も
て
す
れ
ば
「
三
和
為
」
な
る
を
。
用
言
を
通
せ
て
常
は
「
須
和
利
」
と
い
へ
り
。
こ
・
に
は
要
言
の
ま
＼
に
「
す
わ
る
」
と
挙
つ
。
「
す
わ

り
な
ん
」
と
右
に
同
し
。
此
外
も
常
言
と
違
ふ
は
。
皆
本
意
に
て
云
也
。

○
『
和
名
抄
』
に
「
止
保
太
阿
不
三
」
と
あ
る
は
「
阿
」
の
仮
字
余
れ
り
。
「
止
三
」
の
訓
を
借
し
も
。
古
の
例
に
は
た
が
へ
り
。
正
比
や
・
か
・
る
語
の

書
こ
し
を
見
て
。
其
後
の
世
に
誤
多
き
を
も
し
れ
。

○
古
へ
は
ふ
く
む
る
を
。
「
布
保
」
と
も
「
保
々
」
と
も
「
喜
々
」
と
も
い
へ
り
。
口
の
は
・
む
も
含
よ
し
也
。

○
言
便
は
。
こ
と
の
す
べ
と
も
言
の
た
よ
り
と
も
訓
へ
し
。
ま
た
冠
辞
を
も
。
か
う
む
り
辞
と
も
か
む
ら
せ
こ
ど
と
も
訓
へ
し
。
か
・
る
言
に
真
柱
は
字
を

か
り
し
を
。
唐
ま
な
び
す
る
人
。
急
便
と
云
も
冠
辞
と
云
も
。
か
・
る
熟
字
な
し
と
わ
ら
ふ
人
は
。
此
国
の
言
を
し
ら
て
唐
学
に
な
づ
め
る
也
。
そ
れ
上
つ

代
。
山
川
地
の
名
。
物
の
名
。
熟
字
に
か
・
は
ら
ず
。
お
の
が
さ
ら
く
字
を
去
た
り
。
吾
国
も
と
よ
り
字
は
な
し
。
墨
字
の
渡
り
て
。
言
の
ま
・
に
字
を

宛
た
る
也
。
言
も
て
字
は
い
か
に
も
心
に
ま
か
せ
て
借
れ
る
。
よ
て
よ
り
所
は
。
『
古
事
記
』
『
万
葉
集
』
を
斯
て
見
る
へ
し
。
さ
れ
は
こ
そ
。
字
の
熟
ふ
熟

は
亡
国
の
事
な
ら
ず
。
言
こ
そ
い
か
に
も
く
は
し
く
せ
ん
も
の
と
し
れ
。
我
国
の
物
く
の
名
。
熟
字
に
か
な
ひ
た
り
と
て
美
と
も
な
さ
ね
ば
。
熟
字
に
か

な
は
さ
る
が
。
恥
と
も
な
し
。
『
紀
』
は
紀
の
人
て
ふ
儒
者
の
撰
し
也
。
『
万
葉
集
』
中
の
人
理
智
集
は
。
唐
を
黒
し
な
れ
は
云
に
た
ら
ず
。
よ
て
古
言
し
ら

ぬ
人
を
道
引
た
づ
き
に
。
言
便
と
も
冠
辞
と
も
。
字
を
か
り
そ
め
に
果
た
る
な
る
を
し
れ
。

　
　
転
回
通
言
の
頭

0
「
万
宝
」
を
「
万
自
」
と
濁
は
。
言
し
ら
ぬ
俗
也
。
別
言
な
る
を
も
し
ら
ぬ
な
れ
ば
。
い
ふ
に
た
ら
ね
と
。
清
濁
の
お
も
む
き
を
し
ら
し
め
ん
と
て
左
に

云
。
「
見
万
里
」
は
「
見
る
ま
し
き
」
に
て
。
「
見
す
」
の
意
。
「
ゆ
か
ま
じ
」
は
。
「
行
ま
し
き
」
に
て
「
不
行
」
の
意
也
。
こ
・
に
云
「
三
白
」
の
「
志
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
七
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せきね文庫旧蔵『語意考　附歌集』

を
。
濁
事
な
か
れ
。
さ
て
こ
・
も
本
の
『
語
意
』
に
有
は
。
延
言
か
例
た
が
へ
れ
ば
。
あ
ら
た
め
つ
。

O
奈
良
の
朝
に
。
「
相
模
・
武
蔵
」
の
字
を
用
ひ
ら
れ
し
ょ
り
。
実
を
う
し
な
ひ
て
。
後
人
附
会
の
説
を
云
に
お
よ
べ
り
。
さ
て
西
の
国
は
。
前
後
を
も
て

国
を
わ
か
ち
。
東
の
国
は
。
上
下
を
も
て
国
を
わ
か
て
り
。
よ
く
か
な
ふ
を
思
ふ
。
「
筑
前
・
筑
後
・
肥
前
・
肥
後
・
上
野
国
・
下
野
国
」
と
云
に
。
い
と

よ
く
か
な
へ
り
。

諸
賢
此
言
を
翁
人
に
い
ひ
て
。
真
渕
の
言
に
く
は
し
か
り
し
を
し
め
し
け
る
に
。
「
む
さ
が
み
・
む
さ
し
も
」
と
い
ひ
て
は
。
東
の
国
の
名
わ
か
た
れ
し
に

た
が
へ
り
と
い
へ
り
。
お
の
れ
こ
た
ふ
。
都
の
名
に
「
城
上
・
城
下
」
有
。
「
上
県
・
下
県
」
て
ふ
も
あ
れ
は
。
地
の
さ
ま
に
依
て
上
に
も
下
に
も
云
べ
し

と
い
ひ
し
に
。
や
う
や
く
心
得
ぬ
。
言
を
解
に
も
か
く
ま
で
思
ふ
は
。
俗
に
入
ほ
が
と
云
わ
さ
也
。
そ
が
う
へ
を
問
に
。
答
の
あ
ら
ぬ
あ
ら
ね
ど
。
し
か
心

得
て
後
。
自
ら
し
ら
る
・
也
。

○
天
竺
に
音
意
多
し
。
此
国
に
は
少
き
よ
し
。
上
に
い
へ
る
が
こ
と
し
。

○
土
師
を
「
波
ホ
志
」
と
唱
ふ
る
も
。
「
波
自
志
」
と
唱
ふ
る
。
「
波
ホ
奈
志
」
を
約
転
し
云
也
。
金
師
は
「
加
奈
毛
吉
言
志
」
を
穿
き
て
。
「
加
奈
志
」
と

云
を
。
又
転
し
て
「
加
太
志
」
と
い
ひ
。
其
「
太
志
」
を
約
て
。
「
加
治
」
と
云
凹
石
。

○
雅
言
と
は
古
意
は
本
よ
り
に
て
。
今
も
伝
へ
て
い
へ
る
正
し
き
言
を
い
ふ
。
平
言
と
は
言
言
に
て
。
し
か
し
な
が
ら
誤
と
は
な
く
て
。
雅
た
ら
ぬ
を
い
ふ
。

俗
言
と
は
設
り
転
し
。
又
他
国
の
言
と
更
へ
い
ふ
を
い
へ
り
。

【
真
澄
の
識
語
】

　
　
享
和
三
癸
固
き
さ
ら
き
は
て
の
よ
写
し
を
は
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
せ
き
ね
文
庫
（
印
）
〕
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【
千
蔭
門
歌
集
（
仮
題
二



　
　
　
　
後
撰
集
の
こ
・
う
み
し
か
き
や
う
に
き
こ
ゆ
る
人
な
れ
ば
と
い
ふ
こ
と
か
き
を
題
に
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
千
蔭

あ
く
よ
な
く
お
も
ひ
し
み
て
し
花
の
あ
た
に
散
行
は
は
な
こ
そ
心
み
し
か
＼
れ
袖
に
か
す
め
し
う
つ
り
香
を
た
に
忘
れ
が
た
み
に
お
も
う
給
へ
ら
る
・
を
か

く
て
し
も
し
ら
れ
ぬ
は
か
ひ
な
く
な
む

　
　
心
づ
か
ら
う
つ
ろ
ふ
花
に
名
は
た
・
て
さ
そ
は
ぬ
風
も
い
と
は
れ
に
け
り

よ
を
う
く
ひ
す
の

　
　
　
　
返
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
縫
子

　
　
の
と
か
に
も
た
の
ま
れ
ぬ
か
を
花
こ
と
に
吹
と
ふ
き
ぬ
る
風
の
こ
・
ろ
は

山本和明

　
　
　
　
人
の
も
と
よ
り
暁
に
か
へ
り
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
自
製

よ
へ
は
あ
か
ら
さ
ま
成
た
い
め
に
て
い
つ
も
心
あ
わ
た
》
し
く
な
ん
何
く
れ
と
い
ふ
へ
き
こ
と
も
と
う
て
や
ら
す
い
つ
し
か
こ
と
か
は
り
て
う
ひ
く
し
き

御
も
て
な
し
も
み
し
か
き
春
の
夜
に
い
と
・
か
す
め
な
し
給
ふ
御
こ
と
の
は
は
い
か
な
る
か
た
に
な
ひ
く
柳
に
や
と
う
ら
み
も
は
て
立
帰
り
ぬ
る
そ
名
残
お

ほ
か
る
わ
さ
に
な
ん
さ
れ
と

　
　
別
ゆ
く
有
明
の
月
は
か
す
め
と
も
お
ぼ
ろ
げ
な
ら
ぬ
契
を
そ
お
も
ふ

と
ね
ん
し
か
へ
し
て
も
猶
心
は
お
ち
る
侍
ら
す
な
ん

　
　
　
　
返
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
さ
子

　
　
き
ぬ
く
の
つ
き
ぬ
か
た
み
と
見
る
朝
も
か
す
む
や
や
た
つ
こ
》
う
な
る
ら
む
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女
の
も
と
に
き
ぬ
を
ぬ
き
お
き
て
と
り
に
っ
か
は
す
と
て
と
い
ふ
を
題
に
て

廟
音
に
お
と
う
か
さ
れ
し
は
と
り
あ
へ
ぬ
き
ぬ
く
に
な
ん
さ
る
は
か
た
の
ま
よ
ひ
よ
い
か
に
見
世
ふ
ら
ん
と
ね
た
き
も
の
か
ら

　
　
あ
ふ
ま
て
の
よ
す
と
お
も
ふ
な
れ
こ
ろ
も
と
り
か
へ
し
て
や
夢
も
む
す
は
む

春
海

五
九



六
〇

今
は
う
た
》
ね
を
こ
そ

　
　
　
　
返
し

　
　
と
り
あ
へ
す
た
ち
わ
か
れ
に
し
き
ぬ
く
を
う
ち
か
へ
し
て
は
う
ら
み
て
そ
な
く

ち
え
給

せきね文庫旧蔵「語意考　附歌集』

　
　
　
　
も
の
い
ひ
け
る
女
の
か
＼
み
を
か
り
て
か
へ
す
と
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
翼
翼

朝
夕
む
か
ひ
給
へ
り
し
御
面
影
を
さ
ら
に
見
給
は
ほ
し
く
て
も
の
し
侍
り
し
に
い
ふ
か
ひ
な
く
こ
と
か
き
に
う
つ
り
ゆ
き
し
御
心
す
さ
み
は
い
と
く
つ
ら

う
な
ん
か
き
く
も
る
み
た
り
心
ち
に
か
へ
っ
を
れ
侍
り
し
か
は
み
な
も
中
く
お
ぞ
ま
し
く
て

　
　
照
し
て
も
見
せ
ま
し
も
の
を
わ
か
こ
》
う
ま
さ
し
に
う
つ
る
鏡
な
り
せ
は

ち
か
ひ
し
こ
と
は
よ
も

　
　
　
　
返
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
子

　
　
年
ふ
と
も
人
の
こ
・
ろ
の
う
つ
ら
す
は
ま
す
み
の
か
・
み
か
け
て
た
の
ま
ん

　
　
　
　
女
の
も
と
よ
り
心
さ
し
の
ほ
と
を
な
ん
え
し
ら
ぬ
と
い
へ
り
け
れ
は
と
い
ふ
こ
と
書
の
心
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
忍
事

は
か
な
き
花
も
み
ち
の
よ
す
か
も
し
る
人
に
こ
そ
は
と
ふ
た
し
へ
な
く
お
も
ふ
給
へ
ら
る
＼
も
の
を
い
か
て
お
ほ
そ
う
に
は
と
り
な
し
給
ふ
ら
む

　
　
わ
た
つ
み
の
ち
ひ
ろ
の
そ
こ
の
ふ
か
み
る
の
浅
き
か
た
に
は
え
こ
そ
し
ら
れ
ね

　
　
　
　
返
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
み
子

　
　
わ
た
つ
み
の
そ
こ
に
有
て
ふ
ふ
か
み
る
は
た
か
た
め
と
て
か
か
深
く
成
ら
む
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女
の
さ
う
し
に
よ
な
く
立
よ
り
つ
・
も
の
な
と
い
ひ
て
の
ち

か
す
め
る
月
の
よ
な
く
に
ほ
の
め
か
し
給
ふ
こ
と
の
葉
の
露
わ
す
れ
か
た
う
き
え
か
へ
り
て
お
も
ふ
も
は
か
な
し
や

な
る
枝



山本和明

　
　
鳥
か
音
に
お
と
う
か
さ
れ
て
き
ぬ
く
の
か
た
み
に
袖
を
ぬ
ら
す
夜
も
か
な

い
つ
う
ち
と
け
て

　
　
　
　
返
し

　
　
と
り
か
ね
は
お
と
ろ
か
せ
を
も
あ
ふ
さ
か
の
関
越
か
た
き
身
を
い
か
に
せ
む

み
ち
子

　
　
　
　
お
な
し
所
に
て
見
か
は
し
な
か
ら
え
あ
は
さ
り
け
る
を
み
な
に
と
い
ふ
こ
と
か
き
の
心
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
浜
を
み

み
し
か
き
あ
し
の
と
お
も
ひ
給
ふ
も
の
か
ら
猶
春
の
ひ
と
よ
も
あ
か
し
か
た
き
比
な
る
に
あ
や
に
く
な
る
磯
の
み
る
め
は
霞
の
よ
そ
な
ら
て
い
た
つ
ら
に
あ

ひ
ね
の
浜
の
名
の
み
き
・
わ
た
り
侍
ら
ん
は
あ
や
な
き
わ
さ
に
な
む

　
　
あ
ひ
見
つ
・
い
ひ
よ
る
こ
と
は
か
た
し
貝
く
た
け
て
の
み
も
物
を
こ
そ
お
も
へ

袖
の
み
な
と
は
空
に
も
し
り
給
は
ん
か
し

　
　
　
　
返
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
た
子

　
　
影
を
の
み
見
つ
の
み
な
と
の
か
た
し
貝
あ
ふ
こ
と
な
み
に
く
ち
や
は
て
ま
し

　
　
　
　
人
を
い
ひ
わ
つ
ら
ひ
て
つ
か
は
し
け
る
と
い
ふ
こ
と
か
き
の
こ
・
ろ
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
直
と
き

ふ
る
は
涙
か
と
お
も
う
給
へ
ら
る
・
春
の
な
か
め
は
い
と
＼
か
き
く
ら
し
つ
・
敷
た
へ
の
枕
に
身
も
し
つ
む
は
か
り
に
な
ん
け
に
行
水
に
か
す
か
く
よ
り
も

と
い
と
は
か
な
き
こ
と
の
み
お
も
ひ
つ
＼
け
ら
れ
し

　
　
夢
に
た
に
あ
ふ
を
し
ら
ね
は
な
か
く
に
あ
り
て
か
ひ
な
き
い
の
ち
成
け
り

さ
よ
の
中
山
も
い
と
こ
そ
た
の
み
か
た
け
れ

あ
た
な
る
人
を
あ
ひ
し
り
て
心
ざ
し
は
あ
り
と
見
え
な
か
ら
な
ほ
う
た
か
は
し
く
お
ほ
え
け
れ
は
と
い
ふ
こ
と
か
き
の
心
を

　　雄
六　風
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六
二

な
が
れ
で
よ
ら
す
な
と
た
の
め
し
こ
と
も
末
の
ふ
ち
せ
こ
そ
さ
た
め
か
た
け
れ
か
・
る
え
に
し
の
浅
瀬
し
ら
浪
た
と
く
し
う
の
み
お
ほ
え
侍
り
ぬ
さ
る
は

あ
た
浪
の
さ
わ
く
川
水
す
み
も
せ
す
に
こ
り
も
は
て
す
年
そ
へ
に
け
る

　
　
　
　
返
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
直
節

　
　
あ
た
浪
も
あ
さ
き
せ
に
こ
そ
た
ち
も
せ
め
そ
こ
の
こ
＼
ろ
は
し
る
人
そ
し
る

せきね文庫旧蔵「語意考　附歌集』

　
　
　
　
女
の
も
と
よ
り
わ
す
れ
草
に
ふ
み
を
つ
け
て
お
こ
せ
て
侍
り
け
れ
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
ね
よ
し

そ
こ
は
か
と
な
き
ゆ
ふ
へ
の
空
と
も
心
か
ら
に
や
後
わ
ひ
侍
り
ぬ
る
に
か
き
ま
さ
く
る
つ
ま
琴
の
こ
と
さ
ら
に
と
は
せ
給
ふ
る
に
な
ん
め
つ
ら
か
に
う
れ
し

と
見
給
ふ
る
も
の
か
ら
た
ま
は
り
し
花
こ
そ
あ
や
し
け
れ
何
を
た
ね
と
い
と
く
う
し
ろ
め
た
う

　
　
植
て
見
る
こ
・
う
そ
う
と
き
わ
す
れ
草
わ
す
ら
れ
ぬ
へ
き
お
も
ひ
な
ら
ぬ
を

見
し
り
た
ま
は
ぬ
や
い
か
に

　
　
　
　
返
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
妙
性

　
　
つ
み
う
へ
き
こ
と
に
し
あ
ら
ね
は
草
の
名
の
露
も
わ
す
れ
ぬ
人
に
見
せ
は
や
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年
へ
て
い
ひ
わ
た
り
け
る
人
に
と
い
ふ
こ
と
書
の
心
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
み
子

あ
ま
の
か
る
も
の
め
つ
ら
し
け
な
く
か
き
こ
え
ぬ
こ
と
の
は
も
沖
の
つ
り
ふ
ね
う
け
も
引
れ
ぬ
と
し
月
を
猶
こ
り
す
ま
に
恋
わ
た
れ
と
も
哀
と
た
に
思
は
れ

ぬ
物
か
ら
い
と
ふ
を
し
た
ふ
こ
と
わ
り
に
い
と
・
う
と
み
給
ふ
ら
ん
ひ
と
の
つ
れ
な
き
に
つ
け
て
も
お
も
ひ
と
ち
め
ん
と
思
ふ
に
あ
や
に
く
な
る
袖
の
な
み

た
に
な
ん
さ
ら
は
ま
た
な
か
く
に
く
ち
も
は
て
ね
と
思
ふ
い
の
ち
さ
へ
っ
ね
な
き
も
我
か
ら
う
ら
め
し
う

　
　
い
か
て
か
く
お
も
ひ
た
え
な
て
た
ま
の
緒
の
な
か
く
も
人
を
恋
わ
た
る
ら
ん

む
か
し
と
お
も
は
む
と
思
ふ
も
わ
り
な
う

　
　
　
　
返
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
か
子



た
ま
の
緒
の
長
き
ち
き
り
と
し
ら
す
し
て
こ
・
う
も
し
か
く
恨
つ
る
か
な

山本和明

　
　
　
　
を
と
こ
の
心
や
う
く
か
れ
か
た
に
見
え
け
れ
は
と
い
ふ
こ
と
か
き
を
題
に
て

こ
と
に
す
む
虫
の
と
お
も
ひ
か
へ
し
て
も
猶
お
ほ
っ
か
な
さ
は
お
も
う
た
ま
へ
し
の
ひ
か
た
く
な
む

　
　
な
か
め
せ
し
花
な
ら
な
く
に
あ
た
人
の
う
つ
ろ
ふ
色
の
見
ゆ
る
こ
の
比

あ
か
す
散
ぬ
る
と
の
み
は
お
も
ひ
と
ち
め
か
た
う
聞
え
さ
せ
ん
こ
と
も
お
ほ
か
れ
と
今
更
に
い
か
・
は

　
　
　
　
返
し

　
　
色
香
こ
そ
な
ら
ひ
に
も
れ
ぬ
山
さ
く
ら
か
へ
り
し
花
の
根
さ
へ
か
れ
め
や

も
と
子

赤
岡

　
　
　
　
人
の
心
か
は
り
け
れ
は
と
い
ふ
こ
と
か
き
の
心
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
ち
子

は
し
め
よ
り
な
ほ
さ
り
こ
と
・
も
お
も
ひ
わ
か
さ
り
し
心
を
さ
な
き
は
今
更
に
と
り
か
へ
す
や
う
も
侍
ら
ね
と
猶
さ
や
は
ち
き
り
し
と
か
忘
れ
て
は
う
ち
な

け
か
る
事
も
あ
や
し
う

　
　
ひ
と
心
浅
か
の
う
ら
の
あ
た
な
み
も
か
は
か
り
そ
と
は
お
も
ひ
か
け
き
や

く
た
く
し
か
ら
む
も
い
か
に
そ
や
と
て

　
　
　
　
返
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
枝

　
　
あ
た
浪
の
た
つ
と
も
し
ら
す
過
ぬ
る
を
た
れ
か
あ
さ
か
の
ぬ
ま
と
つ
け
・
む

112

　
　
　
　
あ
ひ
し
り
て
侍
り
け
る
人
の
も
と
に
か
へ
り
こ
と
見
む
と
て
つ
か
は
し
け
る
と
い
ふ
言
か
き
の
心
を

か
す
め
る
心
の
お
ほ
っ
か
な
さ
に
つ
け
て
も
い
か
て
御
心
の
く
ま
こ
と
に
立
か
く
れ
つ
・
も
見
た
ま
は
ほ
し
う
こ
そ

　
　
か
り
に
た
に
君
か
み
つ
く
き
か
き
と
め
て
は
や
か
へ
り
こ
と
待
わ
た
る
こ
そ

ち
え
子

六
三



　
　
返
し

よ
し
さ
ら
は
く
み
て
た
に
し
れ
水
く
き
に
か
き
も
つ
く
さ
ぬ
ひ
と
の
こ
・
ろ
を

春

海　六
　　四

せきね文庫旧蔵『語意考　附歌集』

　
　
　
　
た
の
め
た
り
け
る
人
に
と
い
へ
る
こ
と
か
き
の
心
を

う
き
に
は
な
れ
し
中
な
れ
と
さ
す
か
に
か
き
り
有
や
と
て
猶
こ
り
す
ま
に
た
の
ま
る
・
に
つ
け
て
も
は
た

　
　
い
か
に
せ
む
月
は
か
な
ら
す
山
の
は
を
出
て
も
雲
の
余
所
に
過
な
は

ま
つ
は
ま
こ
と
に
な
む

　
　
　
　
返
し

　
　
心
を
し
山
の
あ
な
た
に
へ
た
て
す
は
月
や
は
く
も
の
よ
そ
に
す
く
へ
き

く
み
子

み
つ
る

　
　
　
　
か
れ
か
た
に
な
り
け
る
人
に
末
も
み
ち
し
た
る
枝
に
つ
き
て
つ
か
は
し
け
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
妙
性
尼

雲
の
う
は
か
き
書
た
え
て
写
せ
た
ま
は
ね
と
心
の
ま
っ
は
色
か
へ
す
な
む
さ
る
に
て
も
今
は
を
り
し
り
か
ほ
な
る
ひ
と
枝
も
た
・
な
ら
す
な
か
め
ら
れ
て

　
　
た
の
め
つ
る
人
の
心
も
よ
の
あ
き
の
色
に
な
ら
ひ
て
も
み
ち
そ
め
け
む

か
つ
ら
き
の
神
な
ら
ね
と
］
こ
と
の
御
い
ら
へ
を
た
に
聞
へ
給
ひ
ね
か
し

　
　
　
　
返
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
恒
好

　
　
か
は
ら
し
と
お
も
ふ
心
の
色
さ
へ
も
人
の
秋
に
は
あ
へ
す
そ
有
け
る
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忍
ひ
た
り
け
る
人
に
つ
か
は
し
け
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
か
子

あ
ま
の
く
も
の
よ
そ
に
過
行
は
中
空
を
の
み
な
か
め
ら
れ
侍
り
ぬ
い
つ
し
か
関
も
り
の
う
ち
ぬ
る
宵
も
か
な
と
す
か
の
ね
の
長
き
月
日
に
そ
へ
て
待
わ
ふ
る

も
は
か
な
き
す
さ
み
に
な
む



硯
に
は
人
め
の
関
の
か
た
げ
れ
ば
夢
に
な
り
と
も
あ
ふ
よ
し
も
か
な

　
　
返
し

夢
に
た
に
見
ゆ
と
し
き
か
は
か
ら
衣
か
へ
し
て
も
ね
む
あ
は
ぬ
つ
ら
さ
に

ち
え
子

山本和明

　
　
　
　
を
と
こ
の
こ
む
と
て
こ
さ
り
け
れ
は
と
い
ふ
心
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幸
子

雲
の
お
こ
な
ひ
し
る
し
な
く
て
さ
・
の
は
の
そ
よ
と
し
も
お
と
つ
れ
さ
せ
た
ま
は
ぬ
は
お
ほ
ぬ
さ
に
や
と
お
も
う
給
へ
ら
る
》
に
も
い
と
・
な
か
め
侍
り
ぬ

月
さ
へ
か
た
ふ
き
は
て
ぬ
れ
は
余
所
の
哀
も
お
も
ひ
そ
は
る
こ
》
ち
し
侍
る
に
こ
そ

　
　
た
の
め
し
も
あ
ら
ぬ
つ
ら
さ
に
樵
の
戸
を
さ
＼
け
明
ぬ
る
あ
か
つ
き
そ
う
き

　
　
　
　
か
へ
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
る
子

　
　
問
よ
ら
は
お
母
な
か
ら
ま
し
我
な
く
て
余
所
に
あ
け
ぬ
る
樵
の
戸
ほ
そ
を

　
　
　
　
い
ひ
か
は
し
け
る
人
の
今
は
わ
す
れ
ぬ
と
い
ふ
こ
と
か
き
の
こ
・
ろ
を

松
山
の
色
は
な
ほ
つ
れ
な
く
て
侍
る
も
の
を
住
の
え
の
き
し
に
あ
ふ
て
ふ
草
は
い
っ
こ
よ
り
つ
み
た
ま
ひ
け
る
に
か
あ
ら
む
さ
る
に
て
も

　
　
忘
ら
る
・
身
は
わ
れ
か
ら
の
う
き
ふ
し
と
お
も
ふ
に
た
に
も
ぬ
る
・
袖
か
な

人
の
い
の
ち
の
と
な
む

　
　
　
　
か
へ
し

　
　
す
み
の
え
の
ま
つ
の
ね
た
さ
に
お
の
つ
か
ら
恋
わ
す
れ
草
つ
み
て
け
る
か
な

て
る
子

幸
子
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つ
ら
く
成
け
る
人
に
つ
か
は
し
け
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
さ
子

雨
雲
の
た
え
ま
と
陣
し
は
い
と
な
る
・
身
の
は
し
め
と
も
お
も
ひ
わ
き
侍
ら
て
あ
し
分
を
ふ
ね
さ
は
り
あ
り
て
や
な
と
心
を
や
り
て
し
は
し
は
な
く
さ
め
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
五
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六
六

も
あ
さ
ま
し
き
ま
て
遠
さ
か
り
行
月
日
に
つ
け
て
こ
そ
是
や
か
き
り
な
り
け
め
と
う
く
も
つ
ら
く
も
思
ふ
物
か
ら
な
ほ
空
を
の
み
な
か
め
ら
る
は
は
か
な
き

わ
さ
に
な
む

　
　
わ
す
る
・
を
し
ひ
て
わ
す
れ
ぬ
心
こ
そ
人
の
つ
ら
さ
に
そ
へ
て
つ
ら
け
れ

　
　
　
　
返
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
自
寛

　
　
わ
す
る
と
も
お
も
は
ぬ
中
の
を
こ
た
り
を
お
と
う
か
さ
れ
て
身
を
な
け
く
か
な

　
　
　
　
は
っ
か
に
人
を
見
て
つ
か
は
し
け
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
た
子

さ
・
れ
石
の
中
の
思
ひ
を
は
か
な
き
よ
す
か
に
う
ち
出
ぬ
る
も
い
と
く
な
め
け
に
や
お
も
ほ
し
た
ま
ふ
ら
ん
と
つ
・
ま
し
き
物
か
ら
お
ほ
空
の
月
を
ふ
ち

の
た
も
と
に
や
と
す
例
も
な
き
に
し
あ
ら
ね
は
す
く
せ
の
な
す
わ
さ
に
や
と
見
ゆ
る
し
給
ひ
て
よ

　
　
限
な
き
雲
み
の
余
所
に
ほ
の
見
し
も
お
ぼ
ろ
げ
な
ら
ぬ
契
り
な
ら
す
や

　
　
　
　
返
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
浜
を
み

　
　
春
の
夜
の
夢
の
う
き
は
し
そ
れ
な
ら
て
ふ
み
見
て
も
な
ほ
ま
と
ふ
こ
ろ
か
な

　
　
　
　
を
と
こ
の
も
と
よ
り
今
は
こ
と
人
な
む
有
と
い
へ
り
け
れ
は
て
ふ
こ
と
か
き
の
心
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
縫
子

色
見
え
て
な
と
の
た
ま
ふ
こ
そ
あ
や
し
け
れ
ひ
と
よ
の
車
は
命
婦
の
お
も
と
か
か
た
・
か
へ
に
ま
か
て
し
を
引
た
か
へ
さ
せ
給
ふ
る
も
あ
た
な
る
御
心
な
ら

ひ
に
な
ん

　
　
咲
花
に
う
つ
る
て
ふ
名
は
つ
・
む
と
も
ひ
と
に
や
き
せ
し
露
の
ぬ
れ
衣

　
　
　
　
返
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
千
蔭

　
　
我
き
せ
し
露
の
ぬ
れ
衣
ほ
し
て
見
よ
あ
り
し
な
か
ら
の
お
も
ひ
な
り
せ
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
せ
き
ね
文
庫
（
印
）
〕
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